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三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
四
）

岩

坪

健

本
稿
は
『
三
玉
挑
事
抄
』
雑
部
６６５
〜
７０７
番
を
掲
載
す
る
。
凡
例
は
雑
部
（
二
）（
同
志
社
大
学
「
人
文
学
」
第
一
九
二
号
所
収
）
と
同

じ
で
あ
る
の
で
省
略
す
る
。
担
当
者
は
す
べ
て
本
学
博
士
課
程
在
学
者
で
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
各
項
目
末
尾
の
（

）
内
に

は
、
担
当
者
の
氏
名
を
示
し
た
。

森
あ
か
ね
、
村
上
泰
規
、
島
田
薫
、
松
本
匡
由
、
金
子
将
大
、
小
森
一
輝
、
北
井
達
也
、
松
田
望
、
八
木
智
生
、
橋
谷
真
広
、
嶋
中

佳
輝
、
丹
羽
雄
一
、
溝
口
利
奈
、
湯
本
美
紀

６６５
人
か
た
の
物
い
ふ
は
か
り
つ
く
り
け
ん
ひ
た
た
く
み
を
も
尋
ね
や
は
せ
ぬ

寄
生
巻
云
、
む
か
し
お
ほ
ゆ
る
人
か
た
を
も
つ
く
り
、
絵
に
も
か
き
と
め
て
お
こ
な
ひ
侍
ら
ん
と
な
ん
云
々
。

列
子
。
湯
問
篇
曰
、
周
ノ

穆
王
西
巡
―

狩
、
越
二

崑
崙
一

、
不
レ

至
二

弇
山
一

反
還
。
未
タレ

及
二

中
国
一

、
道
ニ

有
レ

献
二

工
人
一

。
名
二

偃
師
一

云

云
。
偃
師
謁
二

見
王
一

。
王
薦
テ

之
曰
、「
若
ト

与
ニ―

偕
ニ

来
ル

者
ハ

何
ン―

人
ソ

」。
対
曰
、「
臣
カ

所
ノレ

造
能
ク

倡
コ
ト
ス
ル

者
也

」。
穆
王
驚
―

視
之
、
趣
―

歩
俯
―

仰
、
信
ノ―

人
ナ
リ

也
。
巧
ナ
ル
カ
ナ

―

夫
、
鎮
セ
ハ
二

其
頤
ヲ一

則
歌
テ

合
レ

律
、
捧
レ
ハ
二

其
ノ

手
ヲ一

則
―

舞
テ

応
レ

節
ニ

、
千
―

変
万
―

化
、
唯
意
所
ノ
ミ
也

レ

適
ス
ル

― ６３ ―
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云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
一
一
九
番
。
源
氏
物
語
、
宿
木
、
四
四
八
頁
。
列
子
、
二
四
八
、
二
四
九
頁
。

け
ん
さ
い

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。『
列
子
鬳
齋
口
義
』「
臣
所
造
│
臣
之
所
造
」。

﹇
訳
﹈

（
哀
傷
歌
の
中
）

人
形
が
し
ゃ
べ
る
ほ
ど
（
精
巧
）
に
造
っ
た
と
い
う
、
飛
騨
の
匠
を
尋
ね
ず
に
は
い
ら
れ
よ
う
か
。

宿
木
の
巻
に
よ
る
と
、
昔
を
し
の
ぶ
像
も
作
り
、
絵
に
も
（
そ
の
姿
を
）
書
き
留
め
て
仏
道
修
行
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
と
云
々
。

列
子
。
湯
問
篇
に
よ
る
と
、
周
の
穆
王
が
西
へ
お
出
か
け
に
な
っ
た
と
き
、
崑
崙
の
山
は
越
え
た
が
、
弇
山
に
は
行
か
ず
に
引
き

返
し
た
。
ま
だ
中
国
に
は
着
か
な
い
と
き
、
途
中
で
細
工
師
を
献
上
し
た
い
と
い
う
国
が
あ
っ
た
。（
そ
の
細
工
師
の
）
名
は
偃

師
と
い
っ
た
云
々
。
偃
師
は
王
に
謁
見
し
た
。
王
は
偃
師
を
そ
ば
へ
進
ま
せ
て
言
っ
た
。「
お
前
と
一
緒
に
や
っ
て
来
た
者
は
、

何
者
か
」。
偃
師
は
答
え
て
言
っ
た
。「
私
が
作
っ
た
役
者
で
ご
ざ
い
ま
す
」。
穆
王
が
驚
い
て
こ
れ
を
見
た
と
こ
ろ
、
小
走
り
に

歩
く
さ
ま
、
下
を
向
い
た
り
上
を
向
い
た
り
す
る
さ
ま
は
、
ほ
ん
と
う
に
人
間
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
の
な
ん
と
巧
み
で
あ

る
こ
と
か
、（
細
工
師
が
）
そ
の
あ
ご
を
動
か
す
と
、
歌
を
歌
っ
て
旋
律
も
合
っ
て
い
た
。（
細
工
師
が
）
そ
の
手
を
上
げ
る
と
、

舞
を
舞
っ
て
節
に
合
っ
て
い
た
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
所
作
が
、（
穆
王
の
）
思
い
に
か
な
っ
た
云
々
。

ひ

だ
た
く
み

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
中
の
君
の
も
と
を
訪
れ
た
薫
が
亡
き
大
君
（
中
の
君
の
姉
）
を
偲
ぶ
言
葉
。
当
歌
の
第
四
句
「
飛
騨
匠
」

は
、
律
令
に
お
い
て
飛
騨
国
（
岐
阜
県
北
部
）
か
ら
徴
発
さ
れ
た
大
工
。
和
歌
や
説
話
の
世
界
で
は
名
工
の
代
名
詞
で
、『
今
昔
物
語

集
』
巻
二
四
第
五
話
に
登
場
す
る
伝
説
上
の
工
匠
に
由
来
す
る
。
当
歌
は
飛
騨
の
匠
を
尋
ね
て
、
故
人
の
像
を
造
形
し
た
い
気
持
ち
を

詠
む
。 『

三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
四
）

― ６４ ―



﹇
参
考
﹈『
列
子
鬳
齋
口
義
』
は
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
版
（
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
使
用
。

（
小
森
一
輝
）

６６６
霧
に
む
せ
ふ
春
の
う
く
ひ
す
立
わ
か
れ
山
ほ
と
ゝ
き
す
音
の
み
な
く
ら
ん

マ
レ
ナ
リ

元
稹
。
咽
レフ

霧
ニ

山
―

鶯
ハ

啼
コ
ト

尚
―

少
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
一
一
四
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
春
、
鶯
、
六
五
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
霧
に
む
せ
ぶ
│
霧
に
む
す
ぶ
」。『
和
漢
朗
詠
集
註
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
哀
傷
歌
の
中
）

霧
の
中
で
む
せ
び
鳴
く
春
の
鶯
（
の
よ
う
に
故
人
）
は
別
れ
て
行
き
、（
死
出
の
山
か
ら
来
る
と
い
う
）
山
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
だ
け
が

響
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

元
稹
。
朝
霧
の
中
で
か
す
か
に
山
の
鶯
が
さ
え
ず
る
の
は
、
い
っ
そ
う
珍
し
い
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
元
稹
の
詩
を
踏
ま
え
、
晩
春
に
鳴
き
声
が
稀
に
な
る
鶯
と
入
れ
代
わ
り
、
夏
に
鳴
き
始
め
る
山
ほ
と
と
ぎ
す
は
死
後
の

世
界
と
関
わ
り
、
故
人
と
の
別
れ
の
つ
ら
さ
を
詠
む
。『
和
漢
朗
詠
集
註
』に
は「
春
残
テ
鶯
ノ
声
ナ
ヲ
モ
ノ
ウ
シ
。
故
ニ
啼
―コ
ト

尚
―ヲ

少
レ
也

ト
云
也
。
咽
レフ

霧
ニ

ト
ハ
朝
霧
ノ
ウ
チ
ニ
、
コ
ヱ
ノ
カ
ス
カ
ナ
ル
意
也
。」
と
あ
り
、
鶯
の
鳴
き
声
が
珍
し
く
な
る
の
は
、
春
が
残
り
少

な
く
な
る
と
、
鶯
は
鳴
く
気
が
進
ま
な
い
か
ら
だ
と
解
釈
す
る
。「
ほ
と
と
ぎ
す
」
は
夏
を
告
げ
る
鳥
で
、
そ
の
声
は
恋
心
や
懐
古
の

し

で

た
を
さ

情
を
呼
び
起
こ
す
と
さ
れ
る
。
当
歌
で
は
「
死
出
の
田
長
」
と
い
う
異
名
か
ら
冥
土
と
現
世
を
往
復
す
る
鳥
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。

﹇
参
考
﹈「
山
ふ
か
み
立
ち
く
る
霧
に
む
す
れ
ば
や
鳴
く
鶯
の
声
の
ま
れ
な
る
」（
千
里
集
、
一
番
、
咽
霧
山
鶯
啼
尚
少
）。

（
松
本
匡
由
）

― ６５ ―
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６６７
ま
た
み
す
や
な
ら
ふ
る
翅
か
は
す
枝
た
ゝ
あ
ら
ま
し
に
く
ち
し
こ
と
の
は

長
恨
歌
、
見
于
恋
部
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
一
一
三
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
哀
傷
歌
の
中
）

二
度
と
見
る
こ
と
は
な
い
な
あ
。（「
比
翼
の
鳥
」
の
よ
う
に
）
翼
を
並
べ
、（「
連
理
の
枝
」
の
よ
う
に
）
枝
を
交
わ
し
（
と
い
う
誓

い
）
の
言
葉
は
、（
相
手
が
亡
く
な
る
と
）
朽
ち
て
し
ま
い
、
も
う
（
叶
わ
ぬ
）
願
望
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
あ
。

長
恨
歌
は
恋
の
部
に
見
え
る
。（
恋
部
３４５
番
歌
、
参
照
）。

﹇
考
察
﹈『
長
恨
歌
』
の
「
比
翼
の
鳥
」「
連
理
の
枝
」
の
内
容
を
踏
ま
え
、
恋
人
を
亡
く
し
た
は
か
な
さ
を
詠
む
。

（
松
本
匡
由
）

６６８
た
の
も
し
な
此
世
つ
き
て
も
は
か
り
な
き
命
あ
る
国
に
う
つ
る
行
末

分
別
功
徳
品
。
爾
時
大
会
聞
三

仏
ノ

説
二

寿
命
却
―

数
長
遠
如
一レ

此
、
無
―

量
無
―

辺
阿
―

僧
―

ノ

衆
―

生
得
二

大
ニ

饒
―

益
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
三
八
四
番
。
妙
法
蓮
華
経
、
巻
五
、
分
別
功
徳
品
、
第
一
七
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
妙
法
蓮
華
経
』「
此
│
是
」。

﹇
訳
﹈

（
哀
傷
歌
の
中
）

頼
り
に
思
わ
れ
る
な
あ
。
こ
の
世
の
命
が
尽
き
て
も
、
際
限
の
無
い
命
が
あ
る
国
に
移
り
住
む
未
来
は
。

分
別
功
徳
品
。
そ
の
と
き
説
法
の
会
場
で
仏
が
、「
寿
命
の
年
数
が
果
て
し
な
く
続
く
さ
ま
は
、
こ
の
よ
う
で
あ
る
」
と
説
い
た

の
を
聞
い
た
、
測
る
こ
と
も
数
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
無
数
の
人
々
は
、
大
き
な
益
を
得
た
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
四
）

― ６６ ―



く
お
ん
じ
つ
じ
ょ
う

﹇
考
察
﹈
出
典
は
、
釈
迦
が
久
遠
実
成
（
は
る
か
昔
に
仏
に
な
っ
た
こ
と
）
の
如
来
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
結
果
、
そ
れ
を
信
じ
て

妙
法
蓮
華
経
を
受
持
、
読
誦
、
解
説
す
る
者
の
功
徳
を
説
い
た
も
の
。
当
歌
は
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
、
極
楽
往
生
を
信
じ
て
故
人
を
弔

う
。

（
松
本
匡
由
）

無
常

６６９
し
る
し
と
て
き
さ
め
る
石
も
あ
た
し
の
ゝ
そ
の
名
を
わ
か
ぬ
草
の
陰
か
な

白
居
易
。
古
墳
何
世
人
│
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
二
四
七
番
。
白
氏
文
集
、
巻
二
、
諷
諭
、
続
古
詩
十
首
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
白
氏
文
集
』「
古
墳
何
世
人
│
古
墓
何
代
人
」。

﹇
訳
﹈

無
常

目
印
と
し
て
（
死
者
の
名
を
）
刻
ん
だ
、
あ
だ
し
野
の
墓
石
も
は
か
な
く
な
り
、
そ
の
名
前
も
分
か
ら
な
く
な
り
、
誰
も
（
訪
れ
ず
）

踏
み
分
け
な
い
草
の
影
だ
な
あ
。

白
居
易
。
古
い
墓
は
い
つ
の
世
の
人
の
も
の
な
の
か
（
分
か
ら
な
い
）。

﹇
考
察
﹈
出
典
本
文
の
「
│
」
は
省
略
を
意
味
し
、「
不
知
姓
与
名
、
化
作
路
傍
土
、
年
年
春
草
生
、
感
彼
忽
自
悟
、
今
我
何
営
営
」
と
続

き
、
名
利
に
奔
走
し
て
い
る
我
が
身
を
疎
ま
し
く
思
う
厭
世
観
と
無
常
を
歌
う
。「
あ
だ
し
野
」
は
京
都
市
右
京
区
、
嵯
峨
の
奥
に
あ

る
野
で
火
葬
場
が
あ
り
、
世
の
無
常
を
感
じ
さ
せ
る
地
名
と
し
て
詠
ま
れ
る
。
地
名
の
「
あ
だ
し
の
」
に
、
は
か
な
い
意
の
「
あ
だ
」

を
掛
け
る
。
当
歌
の
第
四
句
「
わ
か
ぬ
」
の
「
分
く
」
に
は
「
判
別
す
る
」
と
「
人
が
踏
み
分
け
る
」
の
意
を
掛
け
る
。

― ６７ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
四
）



﹇
参
考
﹈「
あ
だ
し
野
の
露
き
ゆ
る
時
な
く
、」（
徒
然
草
、
七
段
）。

（
村
上
泰
規
）

雑
歌
中

６７０
折
ふ
し
の
花
折
ち
ら
し
あ
か
む
す
ふ
た
よ
り
も
あ
れ
や
山
の
下
庵

賢
木
巻
云
、
あ
か
奉
る
と
て
、
か
ら
�
�
と
な
ら
し
つ
ゝ
、
菊
の
花
、
こ
き
う
す
き
紅
葉
な
と
折
ち
ら
し
た
る
も
、
は
か
な
け
れ

と
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
四
四
四
番
。
源
氏
物
語
、
賢
木
巻
、
一
一
七
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

雑
歌
の
中

あ

か

季
節
の
花
を
折
り
散
ら
し
て
、
閼
伽
（
仏
前
に
供
え
る
清
水
）
を
汲
む
よ
す
が
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
山
中
の
庵
に
は
。

賢
木
の
巻
に
よ
る
と
、（
法
師
た
ち
が
）
閼
伽
を
お
供
え
し
よ
う
と
し
て
、
か
ら
か
ら
と
花
皿
の
音
を
鳴
ら
し
て
は
、
菊
の
花
や

濃
い
薄
い
紅
葉
な
ど
を
折
り
散
ら
し
て
い
る
有
様
も
、
格
別
の
風
情
で
は
な
い
が
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
光
源
氏
が
藤
壷
を
思
う
気
持
ち
を
抑
え
て
雲
林
院
に
参
籠
し
、
法
師
た
ち
に
経
文
の
義
を
夜
通
し
議
論
さ
せ

た
明
け
方
の
場
面
。

し
た
い
ほ

﹇
参
考
﹈「
山
の
下
庵
」
の
用
例
は
、
和
歌
で
は
十
五
世
紀
か
ら
見
ら
れ
る
。

（
村
上
泰
規
）

釈
迦

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
四
）

― ６８ ―



６７１
世
の
中
に
只
わ
れ
ひ
と
り
た
ふ
と
し
と
の
へ
し
こ
と
は
の
末
も
た
ふ
と
し

禅
蒙
求
、
普
曜
経
。
世
尊
降
―

生
シ
テ

、
一
手
指
レ

天
、
一
手
指
レ

地
、
周
行
七
歩
。
目
顧
二

四
方
一

云
、「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
〇
五
一
番
。
禅
苑
蒙
求
、
巻
之
上
、
釈
迦
七
歩
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
た
ふ
と
し
と
│
と
ば
か
り
を
」。『
禅
苑
蒙
求
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

釈
迦

（
仏
が
）「
こ
の
世
界
に
た
だ
唯
一
、
私
一
人
が
尊
い
」
と
述
べ
た
そ
の
言
葉
は
、
後
の
世
で
も
尊
い
。

禅
苑
蒙
求
、
普
曜
経
。
釈
尊
は
こ
の
世
に
降
誕
し
て
、
一
方
の
手
で
天
を
指
差
し
、
も
う
一
方
の
手
で
地
を
指
差
し
て
、
東
西
南

て
ん
じ
ょ
う
て
ん
げ

ゆ
い
が
ど
く
そ
ん

北
を
七
歩
ず
つ
歩
き
、
四
方
を
顧
み
て
、「
天
上
天
下
、
唯
我
独
尊
」
と
言
っ
た
。

﹇
考
察
﹈「
禅
蒙
求
」
は
正
大
二
年
（
一
二
二
五
）
に
成
立
し
た
、
金
の
錯
庵
志
明
撰
の
禅
宗
事
典
『
禅
苑
蒙
求
』。
初
学
者
の
た
め
に
禅

宗
の
公
案
を
、
李
瀚
の
『
蒙
求
』
に
倣
い
四
字
対
句
の
韻
語
に
よ
り
分
類
。
引
用
箇
所
は
上
巻
の
冒
頭
で
、
以
下
、「
和
補
曰
、
普
曜

経
云
、
仏
初
生
刹
利
王
家
、
放
大
智
光
明
、
照
十
方
界
地
、
湧
金
蓮
華
、
自
捧
双
足
、
東
西
及
南
北
、
各
行
於
七
歩
分
手
指
天
地
、
作

師
子
吼
声
上
下
及
四
維
、
能
尊
我
者
。」
と
続
く
。「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
は
当
歌
の
よ
う
に
「
天
地
の
間
で
私
が
一
番
尊
い
」
と
解

釈
す
る
ほ
か
、「
こ
の
世
で
私
た
ち
一
人
一
人
の
人
間
が
一
番
尊
い
」
と
見
る
説
も
あ
る
。
当
歌
の
下
の
句
に
あ
る
「
こ
と
ば
の
末
」

の
意
味
は
「
ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
」
で
は
な
く
、「
釈
迦
が
言
葉
を
発
し
た
そ
の
末
の
世
」
と
理
解
し
た
。

﹇
参
考
﹈『
禅
苑
蒙
求
』
は
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
版
を
使
用
。

（
村
上
泰
規
）

得
弁
才
知

― ６９ ―
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玉
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６７２
た
の
め
と
の
法
に
心
を
そ
め
紙
の
か
り
の
さ
と
り
も
か
り
の
色
か
は

延
喜
式
。
忌
―

詞
、
内
ノ

七
言
、
仏
称
二

中
子
一

経
ヲ

称
二

染
紙
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
四
三
〇
番
。
延
喜
式
、
巻
五
、
神
祇
五
、
忌
詞
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
得
弁
才
知
│
得
弁
才
智
」。『
延
喜
式
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

弁
才
知
を
得
る

（
法
蔵
菩
薩
が
）
頼
り
に
し
な
さ
い
と
い
う
仏
法
や
経
典
に
心
を
深
く
寄
せ
た
な
ら
ば
、
か
り
そ
め
の
悟
り
も
か
り
そ
め
の
思
い
で
あ

ろ
う
か
。（
い
や
、
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
を
頼
め
ば
、
悟
り
は
開
け
る
。）

な
か
ご

そ
め
が
み

延
喜
式
。
忌
詞
で
内
の
七
言
は
、
仏
を
中
子
と
称
し
、
経
を
染
紙
と
称
す
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
斎
宮
に
お
け
る
忌
詞
を
説
明
し
た
箇
所
で
、
仏
教
用
語
の
内
七
言
（
仏
・
経
・
塔
な
ど
）
と
不
吉
な
言
葉
の
外
七
言

（
死
・
病
・
哭
な
ど
）
が
あ
る
。
当
歌
は
「
心
を
そ
め
紙
」
に
「
心
を
染
め
」
と
「
染
め
紙
」（
経
典
の
言
い
換
え
）
を
重
ね
る
。

﹇
参
考
﹈
歌
題
の
「
得
弁
才
知
」
は
『
無
量
寿
経
』
で
説
か
れ
る
、
法
蔵
菩
薩
（
後
の
阿
弥
陀
仏
）
が
衆
生
を
救
う
た
め
に
立
て
た
「
四

十
八
願
」（
四
十
八
種
の
誓
願
）
の
内
の
第
二
十
九
願
「
得
弁
才
智
の
願
」。
そ
の
願
は
「
設
我
得
仏
、
国
中
菩
薩
、
若
受
読
経
法
、
諷

誦
持
説
、
而
不
得
弁
才
智
慧
者
、
不
取
正
覚
。」
で
、
国
中
の
菩
薩
が
「
弁
才
智
慧
」（
仏
の
智
恵
を
理
解
し
伝
え
る
力
）
を
得
な
け
れ

ば
、
自
分
（
法
蔵
菩
薩
）
は
正
覚
（
正
し
い
悟
り
）
を
開
か
な
い
、
と
い
う
内
容
。

（
島
田
薫
）

釈
教

６７３
人
の
世
の
ち
と
せ
を
ま
た
ぬ
こ
と
は
り
や
鶴
の
林
の
春
に
み
せ
け
ん

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
四
）

― ７０ ―



涅
槃
経
曰
、
爾
時
世
尊
娑
―

羅
―

林
ノ

下
ニ

寝
二

宝
牀
一

云
云
。
入
二

涅
槃
一

已
。
其
ノ

娑
―

羅
―

林
東
―

西
ノ

二
―

双
合
テ

為
二

一
―

樹
一

。
南
―

北
ノ

二
―

双
モ

合
テ

為
二

一
樹
一

垂
二

覆
宝
―

牀
ニ一

盖
二

覆
如
来
ヲ一

。
其
ノ

樹
即
―

時
ニ

惨
然
ト
シ
テ

変
レ

白
ニ

猶
如
二

白
鶴
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
七
四
七
番
。
大
般
涅
槃
経
後
分
、
巻
上
、
応
尽
還
源
品
、
第
二
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
大
般
涅
槃
経
後
分
』「

宝
牀
│
臥
宝
床
」「
覆
宝
牀
│
覆
宝
床
」「
覆
如
来
│
於
如
来
」。

﹇
訳
﹈

釈
教

人
の
世
は
千
年
も
の
長
い
年
月
を
待
た
な
い
と
い
う
道
理
は
、
釈
尊
入
滅
を
悼
ん
で
林
の
木
々
が
鶴
の
羽
の
よ
う
に
白
く
な
っ
た
と
い

う
、
そ
の
春
に
（
釈
尊
が
）
見
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

涅
槃
経
に
よ
る
と
、
そ
の
と
き
釈
尊
は
娑
羅
林
の
下
に
臥
し
て
宝
床
に
寝
た
云
々
。（
釈
尊
は
）
涅
槃
に
入
り
亡
く
な
っ
た
。
そ

の
娑
羅
林
の
東
西
の
二
本
の
樹
は
合
わ
さ
っ
て
一
本
の
樹
と
な
っ
た
。
南
北
の
二
本
の
樹
も
合
わ
さ
っ
て
一
本
の
樹
と
な
り
、
釈

尊
の
伏
し
た
床
に
垂
れ
下
が
っ
て
釈
尊
を
覆
っ
た
。
そ
の
樹
は
す
ぐ
に
無
惨
に
も
白
く
枯
れ
て
し
ま
い
、
ま
る
で
白
い
鶴
の
よ
う

で
あ
っ
た
。

﹇
考
察
﹈『
大
般
涅
槃
経
後
分
』
二
巻
は
釈
迦
の
入
滅
を
中
心
に
記
述
す
る
。
釈
迦
入
滅
の
際
に
木
々
が
鶴
の
羽
の
よ
う
に
白
く
な
っ
た
こ

と
を
当
歌
は
踏
ま
え
て
、
人
の
世
の
無
常
を
詠
む
。
当
歌
の
「
鶴
の
林
」
は
そ
の
故
事
に
由
来
す
る
。

（
島
田
薫
）

６７４
霜
ふ
れ
は
音
す
る
か
ね
に
を
の
つ
か
ら
な
か
き
眠
も
限
り
や
は
な
き

山
海
経
。
豊
山
之
鐘
│
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
四
八
六
番
。
円
機
活
法
、
巻
二
、
天
文
門
、
霜
。

― ７１ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
四
）



﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
円
機
活
法
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
釈
教
）

霜
が
降
る
と
ひ
と
り
で
に
鳴
る
と
い
う
豊
山
の
鐘
の
よ
う
に
、
長
い
眠
り
に
就
い
て
い
て
も
ひ
と
り
で
に
目
が
覚
め
る
こ
と
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

山
海
経
。
豊
山
の
鐘
は
│
。

﹇
考
察
﹈『
山
海
経
』
は
中
国
の
地
理
書
。
た
だ
し
『
山
海
経
』
の
本
文
は
「
豊
山
有
九
鐘
焉
。
是
知
霜
鳴
」（
２７０
番
歌
に
引
用
）
で
異
な

る
。
出
典
は
『
円
機
活
法
』「
豊
鐘
鳴
ル

」
の
解
説
「
山
海
経
。
豊
山
之
鐘
、
霜
降
テ

而
ヲ

自
鳴
ル

」
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
豊
山
の
鐘

は
霜
が
降
る
と
ひ
と
り
で
に
鳴
る
と
い
う
意
で
、
自
然
界
に
生
じ
た
現
象
に
対
応
し
て
、
あ
る
現
象
が
起
こ
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
当

歌
の
「
な
が
き
眠
り
」
と
は
長
眠
（
長
夜
の
眠
り
）
を
指
し
、
煩
悩
の
た
め
長
く
輪
廻
の
迷
い
か
ら
覚
め
な
い
こ
と
の
比
喩
。
当
歌
は

ひ
と
り
で
に
鳴
る
豊
山
の
鐘
に
対
し
て
、
何
も
せ
ず
ひ
と
り
で
に
長
眠
か
ら
目
覚
め
る
こ
と
は
な
い
が
、
悟
る
自
覚
を
持
て
ば
長
眠
に

も
「
限
り
」
が
あ
り
目
覚
め
る
と
詠
む
。

﹇
参
考
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
肩
に
「
永
正
十
三
十
二
御
月
次
」
と
あ
り
、
当
歌
は
永
正
十
三
年
（
一
五
一
六
）
十
二
月
の
月
次
歌
。

（
松
田
望
）

６７５
た
の
め
な
を
こ
ゝ
ろ
の
水
は
濁
る
と
も
子
を
お
も
ふ
魚
の
道
は
絶
し
な

大
論
。
七
十
九
曰
、
菩
薩
不
レ
ハ
下

為
二

諸
仏
一

所
上
レ

念
者
、
則
善
根
朽
壊
。
如
下

魚
子
不
レ
ハ
二

為
レ

母
念
一

則
爛
壊
不
ル
カ
上
レ

生
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
四
六
五
番
。
大
智
度
論
、
巻
七
九
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
大
智
度
論
』
ナ
シ
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
四
）

― ７２ ―



﹇
訳
﹈

（
釈
教
）

な
お
も
頼
り
に
し
な
さ
い
。
水
が
濁
っ
て
も
、
魚
の
子
を
思
う
（
母
の
）
道
は
絶
え
な
い
よ
う
に
、
心
が
濁
っ
て
も
、
子
を
思
う
（
母

の
）
道
は
絶
え
な
い
な
あ
。

大
智
度
論
の
巻
七
十
九
に
よ
る
と
、
菩
薩
が
諸
仏
の
た
め
に
祈
ら
な
け
れ
ば
、
善
根
は
朽
ち
て
壊
れ
る
。
魚
の
子
が
母
の
た
め
に

祈
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
身
が
腐
り
崩
れ
て
生
き
ら
れ
な
い
よ
う
に
。

﹇
考
察
﹈『
大
智
度
論
』
は
、
他
者
の
た
め
に
祈
り
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
く
。
本
文
中
の
「
善
根
」
と
は
諸
善
を
生
み
出
す
根
本
と

な
る
も
の
、
ま
た
、
善
い
果
報
を
招
く
と
思
わ
れ
る
善
の
業
因
を
い
う
。
当
歌
は
心
が
濁
っ
て
も
、
な
お
子
を
思
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
成
仏
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
な
い
こ
と
を
詠
む
。

﹇
参
考
﹈『
大
智
度
論
』
は
大
乗
仏
教
の
論
書
、
一
〇
〇
巻
。
龍
樹
著
と
言
わ
れ
る
。
大
論
、
智
論
な
ど
と
略
称
す
る
。
出
典
の
文
章
で
は

孝
子
が
母
の
た
め
に
祈
る
の
に
対
し
て
、
当
歌
で
は
子
を
思
う
で
異
な
る
。
当
歌
に
合
う
資
料
と
し
て
は
『
観
無
量
寿
経
』（
６７６
・
６９４

番
歌
、
参
照
）
の
注
釈
書
で
唐
代
の
僧
元
照
が
撰
述
し
た
と
さ
れ
る
『
観
無
量
寿
仏
経
義
疎
』
に
、「
智
論
云
、
例
如
魚
子
母
若
不
念

子
則
爛
壊
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
法
然
著
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
注
釈
書
で
、
鎌
倉
時
代
の
僧
良
忠
の
著
と
さ
れ
る
『
選
択
伝
弘
決

疑
鈔
』﹇
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
版
﹈
に
も
、「
大
論
ニ

云
、
例
ヘ
ハ

如
シ下

魚
子
ノ

母
若
不
レ
ハ
レ

念
レ

子
ヲ

即
壊
爛
カ上

。」
と
あ
る
。
当
歌
は
『
大

智
度
論
』
そ
の
も
の
よ
り
も
、
注
釈
書
に
引
か
れ
た
『
大
智
度
論
』
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
松
田
望
）

寄
鏡
釈
教

６７６
か
の
国
と
お
も
へ
は
こ
ゝ
を
遠
く
し
て
さ
ら
ぬ
鏡
に
む
か
ふ
は
か
り
そ

― ７３ ―
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双
観
経
。
阿
弥
陀
仏
、
去
此
不
遠
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
八
四
六
番
。
観
無
量
寿
経
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
観
無
量
寿
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

鏡
に
寄
せ
る
釈
教

（
阿
弥
陀
仏
が
）
あ
の
国
（
極
楽
浄
土
）
に
い
る
と
思
う
と
、（
阿
弥
陀
仏
は
）
こ
こ
か
ら
遠
く
に
去
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
い
つ
も
そ

ば
に
あ
る
鏡
に
向
か
う
ほ
ど
で
あ
る
な
あ
。

双
観
経
。
阿
弥
陀
仏
は
こ
こ
か
ら
遠
く
な
い
と
こ
ろ
へ
去
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈「
双
観
経
」
は
『
無
量
寿
経
』
と
『
観
無
量
寿
経
』
を
指
し
、『
阿
弥
陀
経
』
と
と
も
に
浄
土
三
部
経
と
総
称
す
る
。『
勧
無
量
寿

経
』
は
釈
迦
が
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
浄
土
な
ど
を
観
想
す
る
方
法
を
説
き
、
引
用
文
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
浄
土
が
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
は
す

ぐ
そ
ば
に
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
当
歌
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
阿
弥
陀
仏
が
「
こ
こ
を
遠
く
し
て
去
ら
ぬ
」
に
、「
こ
こ
を
遠
く
し
て
去

ら
ぬ
鏡
」（
そ
ば
を
離
れ
な
い
鏡
）
を
重
ね
る
。

（
金
子
将
大
）

信
解
品

碧
６７７
ま
よ
ひ
来
し
身
は
雲
水
の
跡
と
め
て
立
か
へ
り
見
る
故
郷
の
月

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
一
二
〇
四
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

信
解
品

迷
っ
て
来
た
身
は
行
く
先
が
定
ま
ら
な
い
が
、
そ
の
足
跡
を
止
め
て
、
戻
っ
て
見
る
故
郷
の
月
だ
な
あ
。

く
も
み
づ

﹇
考
察
﹈
出
典
は
６７８
番
歌
、
参
照
。
長
年
、
諸
国
を
流
浪
し
て
い
た
男
が
帰
郷
し
た
話
を
踏
ま
え
る
。
当
歌
の
「
雲
水
」
は
雲
や
水
の
よ
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う
に
ゆ
く
え
の
定
ま
ら
な
い
も
の
の
譬
え
、「
月
」
は
悟
り
の
象
徴
で
、「
月
」
を
「
見
る
」
と
は
改
心
を
意
味
す
る
か
。

﹇
参
考
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
は
歌
肩
に
「
五
月
十
一
日
故
竜
安
寺
卅
三
廻
と
て
右
京
太
夫
政
元
す
す
め
侍
る
」
と
あ
る
。「
竜
安
寺
」
は

龍
安
寺
を
建
立
し
た
細
川
勝
元
（
生
没
一
四
三
〇
〜
七
三
年
）
の
法
名
。「
政
元
」
は
応
仁
の
乱
で
戦
火
に
あ
っ
た
龍
安
寺
を
再
興
し

た
細
川
政
元
（
生
没
一
四
六
六
〜
一
五
〇
七
年
）
で
、
勝
元
の
子
。
当
歌
は
勝
元
の
三
十
三
回
忌
、
一
五
〇
五
年
の
詠
作
。（

金
子
将
大
）

６７８
た
ら
ち
ね
の
心
は
さ
ら
に
闇
な
ら
て
見
し
世
の
道
や
け
ふ
も
た
と
ら
ぬ

マ
ス
�
�

譬
―

若
有
レ

人
、
年
既
幼
―

稚
ニ
シ
テ

捨
レ

父
逃
―

逝
テ

、
久
住
セ
ン
二

他
―

国
ニ一

。
或
ハ

十
、
二
十
ヨ
リ

至
二

五
十
歳
一

。
年
既
長
大
ニ
シ
テ

、
加
復
窮
―

困
、

馳
―二

騁
四
方
ニ一

以
求
二

衣
―

食
ヲ一

、
漸
―

ニ々

遊
―

行
シ
テ

、
遇
二

向
本
国
一

。
其
父
先
ヨ
リ
―

来
カ
タ

、
求
レ

子
不
レ

得
云
云
。
時
貧
―

窮
ノ

子
、
遊
二

諸
ノ

聚

落
ニ一

、
経
二

歴
国
邑
一

、
遂
ニ

到
二

其
ノ

父
ノ

所
レ

止
之
城
一

。
父
毎
ニ

念
レ

子
ヲ

。
与
レ

子
離
別
五
十
余
年
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
〇
一
番
。
妙
法
蓮
華
経
、
巻
二
、
信
解
品
、
第
四
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
妙
法
蓮
華
経
』「
父
毎
│
父
母
」。

﹇
訳
﹈

（
信
解
品
）

親
の
心
は
決
し
て
平
静
を
失
わ
ず
、（
子
と
）
暮
ら
し
て
い
た
故
郷
の
道
を
今
日
も
尋
ね
捜
さ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
あ
る
人
が
い
て
、
ま
だ
若
い
時
に
父
を
捨
て
て
逃
げ
出
し
、
長
い
間
、
他
の
国
に
住
ん
で
い
て
、
十
年
、
二
十
年
、
そ

し
て
五
十
年
に
至
っ
た
。
年
は
既
に
大
人
に
な
っ
て
、
困
難
や
貧
乏
で
ま
す
ま
す
苦
し
み
、
四
方
に
奔
走
し
て
衣
服
や
食
べ
物
を

求
め
、
あ
ち
こ
ち
放
浪
し
て
、
た
ま
た
ま
生
ま
れ
た
国
に
向
か
っ
た
。
そ
の
父
は
以
前
よ
り
子
供
を
探
し
求
め
た
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
云
々
。
そ
の
と
き
貧
窮
し
た
子
は
、
あ
ち
こ
ち
の
集
落
を
放
浪
し
、
国
や
領
地
を
め
ぐ
り
歩
き
、
つ
い
に
そ
の
父
の
留
ま

― ７５ ―
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る
町
に
た
ど
り
着
い
た
。
父
は
い
つ
も
子
を
思
っ
て
い
た
。
子
と
離
別
し
て
五
十
年
余
り
（
も
過
ぎ
た
）。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
、
父
親
が
失
踪
し
た
子
を
思
い
続
け
る
さ
ま
を
描
い
た
部
分
。
当
歌
の
「
心
の
闇
」
は
親
が
子
を
思
う
あ
ま
り
に
、
思

慮
・
分
別
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
の
た
と
え
。「
人
の
親
の
心
は
闇
に
あ
ら
ね
ど
も
子
を
思
ふ
道
に
惑
ひ
ぬ
る
か
な
」（
後
撰
和
歌
集
、

雑
一
、
一
一
〇
二
番
、
兼
輔
朝
臣
）。

（
金
子
将
大
）

薬
草
喩
品

碧
６７９
花
に
咲
実
に
あ
ら
は
る
ゝ
草
も
木
も
か
れ
ぬ
恵
み
を
雨
に
こ
そ
し
れ

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
一
二
〇
五
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

薬
草
喩
品

花
が
咲
い
た
り
実
が
実
っ
た
り
す
る
草
も
木
も
、
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
慈
悲
の
恵
み
を
雨
（
の
お
か
げ
）
だ
と
知
っ
て
い
る
な
あ
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
６８２
番
歌
と
同
じ
で
、
雨
は
仏
の
教
え
、
草
木
は
衆
生
の
例
え
。「
花
に
咲
き
実
に
あ
ら
は
る
る
」
と
は
、
草
木
が
雨
の
お

か
げ
で
花
を
咲
か
せ
実
を
結
ぶ
よ
う
に
、
人
も
仏
の
教
化
を
受
け
れ
ば
誰
で
も
等
し
く
成
仏
で
き
る
と
い
う
意
味
。

﹇
参
考
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
は
歌
肩
に
「
小
倉
中
納
言
実
右
卿
卅
三
回
に
一
品
経
す
す
め
侍
る
」
と
あ
り
、
当
歌
は
小
倉
実
右
の
三
十
三

回
忌
（
一
五
〇
二
年
）
の
詠
作
。

（
北
井
達
也
）

６８０
ふ
る
雨
の
色
や
は
そ
れ
と
実
を
む
す
ひ
花
を
ひ
ら
く
も
を
の
か
姿
を

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
〇
二
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。
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﹇
訳
﹈

（
薬
草
喩
品
）

降
る
雨
の
種
類
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
（
い
や
、
雨
は
み
な
同
じ
だ
）。
草
木
が
花
を
開
き
実
を
結
ぶ
の
も
、
草
木
自
身
の
性
質
に
よ

る
の
だ
な
あ
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
６８２
番
歌
と
同
じ
で
、
同
じ
雨
で
も
雨
水
を
受
け
る
草
木
の
育
ち
方
は
種
々
あ
る
よ
う
に
、
仏
陀
の
教
え
は
同
じ
で
も
衆

生
の
受
け
取
り
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
、
と
説
く
。
当
歌
も
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
同
じ
雨
を
浴
び
て
も
花
が
咲
い
た
り
咲
か
な
か
っ
た

り
、
ま
た
実
が
結
ん
だ
り
結
ば
な
か
っ
た
り
す
る
の
は
、
草
木
自
身
の
性
質
に
よ
る
と
詠
む
。

﹇
参
考
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
は
歌
肩
に
「
続
撰
八
文
亀
二
十
二
廿
二
」
と
あ
り
、
当
歌
は
『
続
撰
吟
集
』
巻
八
・
三
一
二
八
番
歌
、
文
亀

二
年
（
一
五
〇
二
）
十
二
月
二
十
二
日
の
詠
作
。『
続
撰
吟
集
』
は
千
艘
秋
男
氏
編
、
古
典
文
庫
・
第
五
八
五
冊
、
一
九
九
五
年
に
よ

る
。

（
北
井
達
也
）

６８１
ふ
る
ま
ゝ
に
色
ま
す
峰
の
木
の
葉
と
て
雨
や
は
か
は
る
谷
の
陰
草

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
〇
三
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
薬
草
喩
品
）

雨
が
降
る
に
つ
れ
て
、
峰
の
木
の
葉
は
色
を
増
す
か
ら
と
い
っ
て
、
谷
陰
の
（
ま
だ
黄
葉
し
て
い
な
い
）
草
に
降
る
雨
と
（
峰
に
降
る

雨
と
は
）
違
う
だ
ろ
う
か
（
い
や
、
い
ず
れ
も
同
じ
雨
だ
）。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
６８２
番
歌
と
同
じ
で
、
雨
は
仏
の
教
え
、
草
木
は
衆
生
の
喩
え
。
当
歌
は
ど
こ
に
生
え
る
草
木
で
あ
ろ
う
と
、
雨
は
平
等

に
降
り
注
ぎ
葉
の
色
を
濃
く
さ
せ
る
よ
う
に
、
仏
は
誰
に
対
し
て
も
平
等
に
教
え
を
示
す
と
詠
む
。
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﹇
参
考
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
は
歌
肩
に
「
十
月
五
日
妙
華
寺
関
白
卅
三
廻
」
と
あ
り
、
当
歌
は
一
条
教
房
の
三
十
三
回
忌
に
あ
た
る
一
五

一
二
年
十
月
五
日
の
詠
作
。

（
北
井
達
也
）

６８２
末
の
露
お
な
し
恵
み
そ
大
あ
ら
き
の
杜
の
小
草
の
本
の
し
つ
く
も

譬
如
、
三
千
大
千
世
界
ノ

山
川
谿
谷
土
地
ニ

、
所
レ

生
草
―

木
叢
―

林
及
諸
薬
草
、
種
―

類
若
―

干
、
名
―

色
各
―

異
ナ
リ

。
密
―

雲
弥
―

布
シ
テ

編
覆
二

三
千
大
千
世
界
ニ一

、
一
時
等
ク

澍
ク

。
其
沢
普
洽
二

草
木
叢
林
及
諸
薬
草
、
小
根
小
茎
小
枝
小
葉
、
中
根
中
茎
中
枝
中
葉
、
大
根
大
茎

大
枝
大
葉
諸
樹
一

。
大
小
随
二

上
中
下
一

各
有
レ

所
レ

受
。
一
―

雲
ノ

所
レ

雨
称
テ二

其
種
性
一

而
得
二

生
―

長
ヲ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
〇
四
番
。
妙
法
蓮
華
経
、
巻
三
、
薬
草
喩
品
、
第
五
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
妙
法
蓮
華
経
』「
編
│
遍
」。

﹇
訳
﹈

（
薬
草
喩
品
）

葉
の
末
に
あ
る
露
は
、（
ほ
か
の
草
木
と
）
同
じ
雨
の
恵
に
よ
る
も
の
だ
。
大
荒
木
の
森
に
生
え
る
小
草
の
根
元
の
雫
も
（
同
じ
恵
み

の
雨
だ
）。

譬
え
て
い
え
ば
、
三
千
大
千
世
界
に
お
い
て
、
山
川
、
渓
谷
、
土
地
に
生
え
る
草
木
、
密
林
お
よ
び
多
く
の
薬
草
は
、
た
く
さ
ん

の
種
類
が
あ
り
、
名
称
と
形
態
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
厚
く
重
な
っ
た
雲
が
一
面
に
立
ち
こ
め
、
あ
ま
ね
く
広

く
三
千
大
千
世
界
を
覆
い
、
一
時
に
等
し
く
雨
を
注
ぐ
。
そ
の
雨
の
潤
い
は
あ
ま
ね
く
草
木
、
密
林
お
よ
び
多
く
の
薬
草
に
注

ぎ
、
そ
れ
ら
の
小
さ
い
根
、
小
さ
い
茎
、
小
さ
い
枝
、
小
さ
い
葉
と
、
中
ぐ
ら
い
の
根
、
中
ぐ
ら
い
の
茎
、
中
ぐ
ら
い
の
枝
、
中

ぐ
ら
い
の
葉
と
、
大
き
い
根
、
大
き
い
茎
、
大
き
い
枝
、
大
き
い
葉
と
多
く
の
樹
を
潤
す
。
こ
れ
ら
の
植
物
は
大
と
小
に
よ
っ
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て
、
ま
た
上
、
中
、
下
に
し
た
が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
雨
か
ら
受
け
と
る
水
の
量
が
決
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
つ
の
雲

が
降
ら
し
た
同
じ
雨
に
よ
っ
て
、
植
物
は
そ
の
性
質
に
応
じ
て
生
長
す
る
。

さ
ん
そ
う
に
も
く

﹇
考
察
﹈
出
典
は
三
草
二
木
の
喩
え
。
上
草
・
中
草
・
下
草
と
大
樹
・
小
樹
が
等
し
く
慈
雨
の
恵
み
を
受
け
る
よ
う
に
、
資
質
の
異
な
る

衆
生
が
等
し
く
仏
の
教
え
を
受
け
て
悟
り
を
開
く
こ
と
、
ま
た
、
衆
生
の
素
質
や
そ
の
受
け
と
め
方
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
こ
と
の
喩

え
。
当
歌
は
、
ど
の
よ
う
な
草
木
で
も
雨
が
遍
く
恵
み
を
与
え
る
と
い
う
出
典
の
内
容
を
踏
ま
え
、
葉
の
末
に
あ
る
露
も
根
元
に
あ
る

雫
も
同
じ
雨
の
恵
み
に
よ
る
も
の
だ
と
詠
む
。「
末
の
露
」「
も
と
の
雫
」
は
、
遅
速
は
あ
っ
て
も
結
局
は
消
え
て
し
ま
う
も
の
だ
か

ら
、
人
の
寿
命
に
長
短
は
あ
っ
て
も
死
ぬ
の
に
変
わ
り
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。「
末
の
露
も
と
の
し
づ
く
や
世
の
中
の
遅
れ
先
立

つ
た
め
し
な
る
ら
む
」（
和
漢
朗
詠
集
、
下
、
無
常
、
七
九
七
番
、
良
僧
正
）。

﹇
参
考
﹈「
三
草
二
木
」
は
法
華
七
喩
の
一
つ
。
法
華
七
喩
と
は
法
華
経
に
説
か
れ
る
七
つ
の
比
喩
で
、
火
宅
喩
（
譬
喩
品
）・
窮
子
喩

（
信
解
品
）・
薬
草
喩
（
薬
草
喩
品
）・
化
城
喩
（
化
城
喩
品
）・
衣
珠
喩
（
五
百
弟
子
授
記
品
）・
髻
珠
喩
（
安
楽
行
品
）・
医
子
喩
（
寿

量
品
）
で
あ
る
。「
三
千
大
千
世
界
」
と
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
世
界
観
に
よ
る
全
宇
宙
。
須
弥
山
を
中
心
と
す
る
一
世
界
を
千
集
め
た

も
の
を
小
千
世
界
と
い
い
、
そ
れ
を
千
集
め
た
も
の
を
中
千
世
界
、
さ
ら
に
そ
れ
を
千
集
め
た
も
の
を
大
千
世
界
と
い
う
。
合
計
、
三

千
の
世
界
か
ら
成
る
の
で
三
千
大
世
界
、
略
し
て
三
千
世
界
、
三
千
界
と
も
い
う
。「
大
荒
木
の
森
」
は
歌
枕
で
、「
大
荒
木
の
森
の
下

草
老
い
ぬ
れ
ば
駒
も
す
さ
め
ず
刈
る
人
も
な
し
」（
古
今
和
歌
集
、
雑
上
、
八
九
二
番
、
詠
み
人
知
ら
ず
）
の
よ
う
に
、
草
が
生
い
茂

っ
て
い
る
様
子
を
詠
む
例
が
多
い
。『
新
編
国
歌
大
観
』
は
歌
肩
に
「
続
撰
八
享
禄
三
十
二
五

理
覚
院
勧
進
」
と
あ
り
、
当
歌
は

『
続
撰
吟
集
』
巻
八
・
三
一
五
四
番
歌
、
理
覚
院
の
勧
進
に
よ
る
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
十
二
月
五
日
の
詠
作
。

（
北
井
達
也
）

― ７９ ―
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授
記
品

碧
６８３
あ
つ
き
日
も
し
ら
ぬ
木
陰
の
涼
し
さ
は
露
よ
り
み
ゆ
る
夕
く
れ
の
空

如
下

以
二

甘
露
一

灑
ク
ニ

除
レ

熱
ヲ

得
中

清
涼
上

云
々
。

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
一
二
〇
六
番
。
妙
法
蓮
華
経
、
巻
三
、
授
記
品
、
第
六
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
妙
法
蓮
華
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

授
記
品

暑
い
日
も
（
暑
さ
を
）
感
じ
な
い
木
陰
の
涼
し
さ
は
、
露
（
が
降
り
注
ぐ
こ
と
）
に
よ
っ
て
見
え
る
（
涼
し
い
）
夕
暮
れ
の
空
（
の
よ

う
だ
な
あ
）。

（
成
仏
の
約
束
を
し
て
く
だ
さ
れ
ば
）
あ
た
か
も
甘
露
の
法
雨
が
そ
そ
が
れ
て
、
熱
悩
が
取
り
除
か
れ
、
心
身
が
清
涼
と
な
る
よ

う
だ
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
「
露
」
は
夕
立
に
よ
る
も
の
と
、
仏
教
語
の
「
甘
露
」（
不
死
の
霊
液
）
を
意
味
す
る
。
出
典
は
授
記
（
仏
が
弟
子
の
成

仏
を
予
言
す
る
こ
と
）
を
得
る
こ
と
を
、
甘
露
を
得
る
こ
と
に
た
と
え
た
も
の
。

﹇
参
考
﹈
出
典
は
四
人
の
阿
羅
漢
（
須
菩
提
・
迦
栴
延
・
摩
訶
迦
葉
・
目
連
）
が
、
釈
尊
よ
り
未
来
の
成
仏
を
約
束
さ
れ
る
と
い
う
内
容
。

『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
題
に
「
授
記
品

行
季
朝
臣
す
す
め
侍
る
に
」
と
あ
り
、
世
尊
寺
行
季
に
勧
め
ら
れ
た
詠
作
。

（
小
森
一
輝
）

勧
発
品

６８４
あ
ひ
か
た
き
法
の
中
に
も
う
へ
も
な
き
名
残
つ
き
せ
ぬ
け
ふ
の
か
へ
る
さ

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
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（
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仏
説
二

是
ノ

経
一

時
、
普
賢
等
ノ

諸
菩
薩
、
舎
利
弗
等
ノ

諸
声
―

聞
、
及
諸
天
龍
人
非
人
等
、
一
切
大
会
皆
大
ニ

歓
―

喜
シ

、
受
二

持
仏
―

語
ヲ一

、
作
レ

礼
而
去
ル

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
〇
六
番
。
妙
法
蓮
華
経
、
巻
八
、
普
賢
菩
薩
勧
発
品
、
第
二
十
八
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
妙
法
蓮
華
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

勧
発
品

出
会
い
が
た
い
仏
法
の
中
で
も
、
こ
の
上
も
な
い
仏
法
に
出
会
い
、
こ
の
上
も
な
く
名
残
が
尽
き
な
い
、
今
日
の
帰
り
道
だ
な
あ
。

釈
尊
が
こ
の
経
を
お
説
き
に
な
っ
た
と
き
、
普
賢
ら
諸
々
の
菩
薩
、
舎
利
弗
ら
諸
々
の
声
聞
、
お
よ
び
天
・
龍
・
人
・
非
人
に
至

る
ま
で
、
集
ま
っ
た
も
の
は
皆
、
大
い
に
歓
喜
し
、
釈
尊
の
お
言
葉
を
受
け
と
め
、
礼
拝
し
て
去
っ
た
。

﹇
考
察
﹈
勧
発
品
は
『
法
華
経
』
の
終
章
に
あ
た
り
、
出
典
は
最
後
の
一
文
。
当
歌
は
法
会
の
感
動
の
余
韻
を
詠
む
。
第
三
句
「
上
も
無

き
」
は
、
そ
の
前
と
後
を
修
飾
す
る
。

し
ゃ
り
ほ
つ

﹇
参
考
﹈「
舎
利
弗
」
は
釈
迦
の
十
大
弟
子
の
一
人
。「
声
聞
」
は
仏
の
説
法
を
聞
い
て
悟
る
人
。「
非
人
」
は
悪
鬼
や
夜
叉
な
ど
人
間
の
よ

う
な
姿
を
し
た
も
の
。

（
小
森
一
輝
）

人
記
品

６８５
う
へ
置
し
た
ね
や
昔
の
春
の
花
い
ま
を
そ
く
と
き
い
ろ
に
つ
く
と
も

而
告
之
曰
、「
諸
善
男
子
、
我
与
二

阿
難
一

等
ク

於
二

空
王
仏
所
一

同
時
発
二

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
一

。
阿
難
ハ

常
ニ

楽
二ヒ

多
聞
一ヲ

我
常
勤
テ

精
―

進
シ
キ

。
是
故
我
已
得
レ

成
二

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
一

。
阿
難
護
二

持
我
法
一

亦
護
二

将
来
諸
仏
法
蔵
一

教
化
成
二

就
諸
菩
薩
衆
一ヲ

。
其

― ８１ ―
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本
願
如
レ

是
」。

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
一
二
一
一
番
。
妙
法
蓮
華
経
、
巻
四
、
授
学
無
学
人
記
品
、
第
九
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
人
記
品
│
人
記
品

人
の
追
善
と
て
す
す
め
侍
る
に
」「
い
ろ
に
つ
く
と
も
│
色
に
咲
く
と
も
」。『
妙
法
蓮

華
経
』「
阿
難
護
│
而
阿
難
護
」。

﹇
訳
﹈

人
記
品

昔
、
植
え
て
お
い
た
種
が
春
に
な
り
、
花
が
今
に
な
っ
て
遅
く
色
づ
い
て
咲
い
て
も
、
早
く
色
づ
い
て
咲
い
て
も
（
咲
く
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
よ
う
に
、
悟
り
を
得
る
ま
で
遅
く
て
も
早
く
て
も
変
わ
り
は
な
い
）。

（
釈
迦
は
菩
薩
た
ち
に
）
こ
う
仰
っ
た
。「
み
な
さ
ん
。
私
は
か
つ
て
阿
難
と
一
緒
に
、
空
王
の
み
も
と
に
お
い
て
、
仏
の
悟
り
を

求
め
る
誓
願
を
起
こ
し
た
。
阿
難
は
い
つ
も
多
く
の
教
え
を
聞
く
こ
と
に
専
念
し
た
の
に
対
し
て
、
私
は
も
っ
ぱ
ら
精
進
に
専
念

し
た
。
そ
の
結
果
、
私
は
す
み
や
か
に
悟
り
を
得
た
の
に
対
し
て
、
阿
難
は
私
の
教
え
を
正
し
く
保
持
し
、
ま
た
未
来
世
に
お
い

て
出
現
す
る
多
く
の
如
来
た
ち
の
教
え
を
正
し
く
保
持
し
、
菩
薩
た
ち
を
教
化
し
て
悟
り
へ
導
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、

こ
の
阿
難
の
本
願
な
の
だ
」。

﹇
考
察
﹈「
授
学
無
学
人
記
品
」
の
主
題
は
授
記
（
仏
が
弟
子
た
ち
に
、
未
来
に
お
い
て
仏
の
悟
り
を
得
る
と
予
言
す
る
こ
と
）
で
、
授
記

さ
れ
る
対
象
は
、
阿
難
と
羅

羅
を
は
じ
め
二
千
人
の
声
聞
た
ち
で
あ
る
。
阿
難
が
授
記
さ
れ
た
時
、
新
米
の
菩
薩
た
ち
八
千
人
が
、

偉
大
な
菩
薩
に
先
ん
じ
て
、
声
聞
に
過
ぎ
な
い
阿
難
が
授
記
さ
れ
た
こ
と
に
疑
問
を
抱
い
た
。
そ
の
心
中
を
察
し
た
釈
迦
が
過
去
世
か

ら
の
因
縁
を
明
ら
か
に
し
て
、
阿
難
が
授
記
さ
れ
た
理
由
を
説
明
し
、
阿
難
が
未
来
世
に
お
い
て
悟
り
を
得
て
如
来
に
な
る
と
い
う
内

容
を
当
歌
は
踏
ま
え
、
悟
り
を
開
く
の
に
遅
速
は
あ
っ
て
も
、
悟
り
を
得
る
価
値
に
変
わ
り
は
な
い
こ
と
を
、
花
に
例
え
て
詠
む
。
第
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と

四
句
の
「
と
き
」
は
形
容
詞
「
疾
き
」。

く
う

あ
の
く
た

ら
さ
ん
み
ゃ
く
さ
ん
ぼ
だ
い

﹇
参
考
﹈「
空
王
」
は
空
の
教
え
を
説
く
人
の
意
か
ら
、
仏
を
い
う
。「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
は
最
高
の
理
想
的
な
悟
り
の
意
で
、
仏

の
悟
り
を
指
す
。

（
松
本
匡
由
）

寿
量
品

６８６
お
ろ
か
に
そ
お
や
の
ま
も
り
と
と
ゝ
め
を
く
薬
を
し
ら
て
身
を
う
れ
へ
け
る

「
我
等
愚
―

癡
誤
服
二

毒
―

薬
一

。
願
見
二レ
テ

救
療
一

更
ニ

賜
二

寿
命
一

」。
父
見
二

子
等
ノ

苦
悩
如
ヲ一レ

是
、
依
二

諸
―

経
ノ

方
一ニ

求
二

好
薬
草
色
香
美
―

味

皆
―

悉
具
―

足
一セ
ル
ヲ

、
擣
―

篩
和
合
シ
テ

与
レ

子
令
レ

服
。
而
作
二

此
ノ

言
一

、「
此
大
良
薬
ハ

色
香
美
味
皆
悉
具
足
。
汝
等
可
服
。
速
除
二

苦
悩
一

無
二

復
衆
患
一

」。
其
諸
子
中
不
レ

失
レ

心
者
、
見
二

此
良
薬
色
香
倶
好
一

即
便
服
レシ
テ

之
ヲ

病
尽
ク

除
愈
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
〇
七
番
。
妙
法
蓮
華
経
、
巻
五
、
如
来
寿
量
品
、
第
一
六
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
妙
法
蓮
華
経
』「
此
言
│
是
言
」。

﹇
訳
﹈

寿
量
品

愚
か
な
こ
と
に
、
親
が
（
子
ど
も
の
）
守
り
と
し
て
残
し
て
お
い
た
薬
だ
と
知
ら
ず
に
、（
子
ど
も
は
回
復
し
な
い
）
わ
が
身
を
嘆
い

た
こ
と
だ
な
あ
。

「
私
た
ち
は
智
慧
が
な
い
の
で
、
誤
っ
て
毒
薬
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
。
お
願
い
で
す
か
ら
治
療
し
て
い
た
だ
き
、
命
を
助
け
て
く

だ
さ
い
」。
父
親
は
子
供
た
ち
が
ひ
ど
く
悶
え
苦
し
む
様
子
を
見
て
、
様
々
な
医
薬
書
を
参
考
に
、
色
も
香
も
味
も
す
べ
て
優
れ

た
薬
草
を
手
に
入
れ
、
石
臼
で
す
り
つ
ぶ
し
て
、
子
供
た
ち
に
服
用
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
言
っ
た
。「
こ
の
非
常

― ８３ ―
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に
よ
く
効
く
薬
は
、
色
も
香
も
味
も
、
み
な
優
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
す
ぐ
服
用
し
な
さ
い
。
た
ち
ど
こ
ろ
に
苦
し
み
を
取
り
除

き
、
症
状
を
改
善
す
る
よ
」。
子
供
た
ち
の
中
で
、
ま
だ
冷
静
で
正
常
な
精
神
状
態
を
保
っ
た
者
は
、
与
え
ら
れ
た
薬
が
色
も
香

り
も
優
れ
て
い
る
の
を
理
解
し
て
、
す
ぐ
に
服
用
し
た
と
こ
ろ
、
病
気
は
完
全
に
治
っ
た
。

﹇
考
察
﹈
出
典
の
文
章
に
続
く
、「
毒
に
侵
さ
れ
精
神
状
態
が
尋
常
で
は
な
く
な
っ
た
子
供
た
ち
は
、
名
医
の
父
親
が
手
に
入
れ
た
薬
草
を

良
く
な
い
も
の
と
思
い
こ
み
、
服
用
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
内
容
を
当
歌
は
踏
ま
え
、
親
の
加
護
に
気
が
つ
か
な
い
不
孝
な

子
を
詠
む
。

﹇
参
考
﹈「
如
来
寿
量
品
」
の
主
題
は
釈
迦
の
寿
命
。
釈
迦
は
永
遠
の
寿
命
の
持
ち
主
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
と
、
い
つ
で
も

指
導
し
て
も
ら
え
る
か
ら
今
す
ぐ
修
行
し
な
く
て
も
よ
い
、
と
凡
人
は
考
え
て
し
ま
う
の
で
、
八
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
し
た
と

説
く
。
い
わ
ゆ
る
嘘
も
方
便
で
、
出
典
の
「
良
医
治
子
」
も
父
親
が
死
ん
だ
と
嘘
を
つ
く
と
、
子
ど
も
た
ち
は
悲
嘆
に
く
れ
る
う
ち
に

正
常
な
精
神
状
態
に
戻
っ
た
と
い
う
、
た
と
え
話
。

（
松
本
匡
由
）

分
別
功
徳
品

６８７
い
に
し
へ
の
命
の
程
を
こ
と
の
は
に
の
へ
し
ほ
と
け
の
け
ふ
の
た
ふ
と
さ

要
文
註
于
哀
傷
歌
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
〇
八
番
。
妙
法
蓮
華
経
、
巻
第
五
、
分
別
功
徳
品
、
第
一
七
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

分
別
功
徳
品
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か
つ
て
命
の
程
度
（
永
遠
の
命
）
を
言
葉
に
述
べ
た
仏
の
（
教
え
が
）
今
日
（
ま
で
続
く
こ
と
）
の
尊
さ
よ
。

必
要
な
文
章
は
哀
傷
歌
に
注
し
た
。（
６６８
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
釈
迦
が
自
分
の
命
は
無
限
大
で
あ
る
こ
と
を
聴
衆
に
語
っ
た
こ
と
を
、
当
歌
は
踏
ま
え
て
詠
む
。

﹇
参
考
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
肩
に
は
「
続
撰
八
文
明
十
六
九
二
」
と
あ
り
、
当
歌
は
『
続
撰
吟
集
』
巻
八
・
三
一
〇
八
番
歌
、
文
明

十
六
年
（
一
四
八
四
）
九
月
二
日
の
詠
作
。

（
松
本
匡
由
）

法
師
功
徳
品

６８８
た
ら
ち
ね
も
う
れ
し
と
し
れ
な
黒
か
み
の
お
も
ふ
す
ち
な
る
法
に
あ
ふ
と
は

以
レ

要
ヲ

言
レハ
ヽ

之
ヲ

、
三
千
大
千
世
界
ノ

中
一
切
内
―

外
ニ

所
レ

有
諸
声
雖
レ

未
レ

得
二

天
耳
一ヲ

以
二

父
母
所
生
清
―

浄
ノ

常
耳
一ヲ

皆
悉
聞
―

知
ン

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
〇
九
番
。
妙
法
蓮
華
経
、
巻
六
、
法
師
功
徳
品
、
第
一
九
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
あ
ふ
と
は
│
逢
ふ
み
は
」。『
妙
法
蓮
華
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

法
師
功
徳
品

親
も
（
子
の
出
家
を
）
嬉
し
い
と
知
っ
て
ほ
し
い
。
黒
髪
が
、
願
い
ど
お
り
に
法
華
経
に
出
会
っ
（
て
剃
髪
し
）
た
と
は
。

要
す
る
に
、
三
千
大
千
世
界
の
内
外
で
発
せ
ら
れ
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
声
を
、
ま
だ
天
耳
（
世
界
中
の
声
を
聞
け
る
天
人
の
耳
）

を
持
っ
て
い
な
く
て
も
、
父
母
か
ら
授
か
り
（
法
華
経
の
功
徳
で
）
清
め
ら
れ
た
耳
の
お
か
げ
で
、
す
べ
て
悉
く
聞
き
知
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

て
ん
に

じ
ょ
う
に

﹇
考
察
﹈
出
典
の
「
天
耳
」
は
色
界
の
諸
天
人
の
耳
を
指
し
、
六
道
衆
生
の
言
語
と
一
切
の
音
響
を
聞
き
と
れ
る
。「
常
耳
」
は
生
ま
れ

― ８５ ―
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た
時
の
ま
ま
の
耳
。
天
耳
を
備
え
て
い
な
い
人
間
で
も
、
父
母
か
ら
授
か
っ
た
常
耳
が
法
華
経
の
功
徳
で
清
め
ら
れ
れ
ば
、
無
数
の
種

類
の
音
が
聞
き
取
れ
る
と
説
く
。
当
歌
の
第
二
句
「
知
れ
」
は
「
知
る
」
の
命
令
形
。
子
が
法
師
に
な
れ
ば
親
の
成
仏
は
約
束
さ
れ
る

の
で
、
嘆
き
悲
し
ま
ず
祝
福
し
て
ほ
し
い
と
詠
む
。「
筋
」
は
「
髪
」
の
縁
語
。「
た
ら
ち
ね
」
と
「
黒
髪
」
を
詠
み
合
わ
せ
た
例
と
し

て
は
、「
た
ら
ち
め
は
か
か
れ
と
て
し
も
む
ば
た
ま
の
我
が
黒
髪
を
撫
で
ず
や
あ
り
け
ん
」（
和
漢
朗
詠
集
、
下
、
僧
、
六
一
〇
番
、
遍

昭
）
が
有
名
。

﹇
参
考
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
肩
に
は
「
続
撰
八
享
禄
五
卯
六
宗
長
法
師
追
善
」
と
あ
り
、『
続
撰
吟
集
』
巻
八
・
三
一
五
六
番
歌
、

享
禄
五
年
（
一
五
三
二
）
四
月
六
日
の
詠
作
。
宗
長
は
連
歌
師
で
、
同
年
三
月
六
日
に
八
五
歳
で
没
。

（
村
上
泰
規
）

薬
王
品

６８９
た
と
へ
ま
て
あ
ふ
け
は
高
し
法
の
花
に
心
を
ふ
か
く
そ
め
い
ろ
の
や
ま

又
、
如
土
山
・
黒
山
・
小
鉄
囲
山
・
大
鉄
囲
山
、
及
十
宝
山
、
衆
山
之
中
、
須
弥
山
ヲ

為
二

第
一
一

。
此
法
華
経
モ

亦
復
如
レ

是
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
一
〇
番
。
妙
法
蓮
華
経
、
巻
六
、
薬
王
菩
薩
本
事
品
、
第
二
三
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
薬
王
品
│
薬
王
品

衆
山
之
中
須
弥
山
為
第
一
」。『
妙
法
蓮
華
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

薬
王
品

そ
の
喩
え
ま
で
も
仰
げ
ば
高
く
優
れ
て
い
る
。
法
華
経
に
心
を
深
く
染
め
る
と
、
須
弥
山
は
。

ま
た
、
土
山
・
黒
山
・
小
鉄
囲
山
・
大
鉄
囲
山
、
お
よ
び
十
宝
山
な
ど
の
山
々
の
中
で
、（
宇
宙
の
中
心
に
そ
び
え
る
）
須
弥
山

が
最
も
高
い
よ
う
に
、
こ
の
法
華
経
も
ま
た
（
あ
ら
ゆ
る
経
典
の
中
で
）
最
上
位
に
あ
る
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
四
）

― ８６ ―



﹇
考
察
﹈「
薬
王
品
」
は
薬
王
菩
薩
の
因
縁
を
説
き
、
諸
経
の
中
で
も
法
華
経
を
最
上
と
す
る
。
当
歌
も
法
華
経
の
素
晴
ら
し
さ
を
山
の
高

の
り

さ
に
喩
え
て
詠
む
。「
法
の
花
」
は
仏
に
供
え
る
花
や
仏
道
の
精
華
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
法
華
の
訓
読
み
。
下
の
句
は
「
心
を

そ
め
い
ろ

し
ゅ
み
せ
ん

深
く
染
め
」
と
「
蘇
迷
盧
」（
須
弥
山
の
意
）
を
掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈「
十
宝
山
」
は
須
弥
山
を
含
む
十
の
山
の
総
称
。『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
肩
に
は
「
文
明
七
十
二
廿
九
贈
内
大
臣
卅
三
廻
」
と

あ
り
、
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
十
二
月
二
十
九
日
の
詠
作
。「
贈
内
大
臣
」
は
そ
の
年
に
三
十
三
回
忌
を
迎
え
た
日
野
重
政
（
一
四

四
三
年
没
）。

（
村
上
泰
規
）

妙
音
品

６９０
立
田
姫
秋
の
宮
に
も
言
の
葉
の
千
入
を
法
の
え
に
し
染
ら
ん

乃
至
於
二

王
後
宮
一

変
為
二

女
身
一

而
説
二

是
経
一

。
華
徳
、
是
妙
―

音
菩
薩
ハ

能
救
二―

護
ス
ル

娑
婆
世
界
諸
衆
生
ヲ一

者
ナ
リ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
一
一
番
。
妙
法
蓮
華
経
、
巻
七
、
妙
音
菩
薩
品
、
第
二
四
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
妙
法
蓮
華
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

妙
音
品

立
田
姫
が
山
の
葉
を
何
度
も
染
め
る
よ
う
に
、
妙
音
菩
薩
が
法
華
経
を
何
度
も
説
く
こ
と
で
、
後
宮
も
仏
法
の
縁
に
染
ま
る
だ
ろ
う
。

（
妙
音
菩
薩
は
）
ま
た
、
王
の
後
宮
に
お
い
て
は
女
性
に
変
身
し
て
、
こ
の
法
華
経
を
説
い
て
き
た
。
華
徳
菩
薩
よ
、
こ
の
妙
音

菩
薩
は
、
娑
婆
世
界
に
い
る
す
べ
て
の
衆
生
を
救
済
で
き
る
者
な
の
だ
。

た
つ
た
ひ
め

﹇
考
察
﹈「
竜
田
姫
」
は
奈
良
の
西
方
に
あ
る
竜
田
山
の
女
神
。
五
行
思
想
で
は
西
は
秋
に
あ
た
る
の
で
、
秋
の
女
神
と
な
り
、
草
木
を
紅

― ８７ ―
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葉
さ
せ
る
。「
秋
の
宮
」
は
長
秋
宮
の
訓
読
で
、
中
宮
・
皇
后
・
皇
太
后
、
ま
た
は
そ
の
殿
舎
を
意
味
す
る
。
出
典
は
妙
音
菩
薩
の
神

ち
し
ほ

通
力
を
説
明
し
た
箇
所
で
、
竜
田
姫
が
葉
を
「
千
入
」（
何
回
も
の
意
）
染
め
る
よ
う
に
、
妙
音
菩
薩
も
法
華
経
を
何
度
も
後
宮
で
説

い
た
功
徳
を
詠
む
。

（
島
田
薫
）

普
門
品

６９１
お
ろ
か
な
る
あ
ま
の
さ
か
て
も
や
か
て
身
に
か
へ
す
恨
を
思
ひ
し
ら
な
ん

呪
詛
諸
毒
薬
、
所
欲
害
身
者
、
念
彼
観
音
力
、
還
著
於
本
人
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
一
二
番
。
妙
法
蓮
華
経
、
巻
第
七
、
観
世
音
菩
薩
普
門
品
、
第
二
五
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
妙
法
蓮
華
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

普
門
品

愚
か
に
も
人
を
呪
っ
て
も
、
す
ぐ
に
（
観
音
の
神
通
力
で
加
害
者
の
）
身
に
返
す
恨
み
を
思
い
知
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

呪
や
毒
薬
で
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
も
、
ひ
た
す
ら
観
音
の
力
に
す
が
れ
ば
、
か
え
っ
て
呪
っ
た
本
人
に
害
が
及
ぶ
。

あ
ま

さ
か
て

﹇
考
察
﹈「
天
の
逆
手
」
は
呪
術
の
一
種
と
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
動
作
は
不
明
。
当
歌
は
出
典
を
踏
ま
え
て
、
人
を
呪
う
よ
う
な
恨
み
は

自
分
に
返
っ
て
く
る
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
詠
む
。

﹇
参
考
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
肩
に
「
後
花
御
十
三
廻
」
と
あ
り
、
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
御
花
園
天
皇
十
三
回
忌
法
要
の
詠

作
。

（
島
田
薫
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
四
）
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五
百
弟
子
品

６９２
か
け
来
し
を
し
ら
ぬ
も
心
か
ら
こ
ろ
も
か
へ
せ
ま
よ
ひ
を
た
ま
の
光
に

以
二

無
價
宝
珠
一

繁
二

其
ノ

衣
裏
一

与
レ

之
ヲ

而
シ
テ

去
ル

。
其
ノ

人
酔
―

臥
シ
テ

都
テ

不
二

覚
知
一

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
一
〇
九
番
。
妙
法
蓮
華
経
、
巻
四
、
五
百
弟
子
授
記
品
、
第
八
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
妙
法
蓮
華
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

五
百
弟
子
品

（
宝
珠
を
衣
の
裏
に
）
掛
け
て
き
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な
い
の
も
、（
自
分
の
迷
い
の
）
心
の
せ
い
だ
。
衣
を
裏
返
す
よ
う
に
、
心
の
底

か
ら
迷
い
を
返
し
な
さ
い
、
宝
珠
の
光
に
。

（
男
の
友
人
は
）
値
も
付
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
貴
重
な
宝
石
を
、
そ
の
男
の
衣
類
の
裏
に
縫
い
付
け
、
そ
れ
を
与
え
て
（
何
も
言
わ

ず
に
）
立
ち
去
っ
た
。
そ
の
男
は
酔
っ
て
寝
て
い
た
の
で
、
全
く
気
づ
か
な
か
っ
た
云
々
。

え

り
け
い
じ
ゅ

﹇
考
察
﹈
出
典
は
「
衣
裏
繋
珠
」（
衣
珠
の
た
と
え
）。
目
覚
め
た
貧
者
は
宝
珠
に
気
が
つ
か
な
い
ま
ま
帰
り
、
貧
し
い
生
活
を
送
っ
て
い

こ
ろ
も

た
ま

た
が
、
た
ま
た
ま
親
友
に
再
会
し
て
宝
珠
を
知
る
、
と
続
く
。「
衣
の
珠
」
は
人
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
仏
性
を
意
味
し
、
誰
も
が
仏

か
ら
こ
ろ
も

の
教
え
に
よ
り
成
仏
で
き
る
と
説
く
。
当
歌
は
「
心
か
ら
こ
ろ
も
」
に
「
心
か
ら
」
と
「
唐
衣
」（
衣
の
美
称
）
を
掛
け
、「
か
へ
せ
」

（「
返
す
」
の
命
令
形
）
に
衣
を
裏
返
す
と
迷
い
を
宝
珠
の
光
に
返
す
（
悟
り
を
開
く
こ
と
）
を
重
ね
、
仏
の
教
え
に
よ
り
心
の
迷
い
を

消
し
去
る
よ
う
に
と
詠
む
。

﹇
参
考
﹈「
今
ぞ
知
る
衣
の
裏
に
か
け
ま
く
も
妙
な
る
法
の
玉
の
光
を
」（
為
世
十
三
回
忌
和
歌
、
一
五
番
、
詠
五
百
弟
子
品
和
歌
、
経

顕
）。

― ８９ ―
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（
島
田
薫
）

常
不
軽
品

６９３
ち
り
の
身
と
お
も
ふ
に
す
て
ん
か
ろ
か
ら
ぬ
こ
と
は
り
を
し
る
人
も
有
世
に

正
法
住
世
劫
数
、
如
一
閻
浮
提
微
塵
。
像
法
住
也
劫
数
、
如
四
天
下
微
塵
云
云
。
我
深
敬
二

汝
等
ヲ一

、
不
二

敢
テ

軽
―

慢
セ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
一
一
〇
番
。
妙
法
蓮
華
経
、
巻
六
、
常
不
軽
菩
薩
品
、
第
二
〇
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
常
不
軽
品
│
常
不
軽
菩
薩
品
」。『
妙
法
蓮
華
経
』「
住
也
│
住
世
」。

﹇
訳
﹈

常
不
軽
品

塵
の
よ
う
に
軽
く
て
は
か
な
い
身
だ
と
思
う
と
、
出
家
し
て
し
ま
お
う
。
他
人
を
軽
蔑
し
な
い
教
え
を
守
る
人
も
い
る
世
で
は
あ
る

が
。（

正
し
い
教
え
と
正
し
い
実
践
と
正
し
い
結
果
が
あ
る
）
正
法
の
世
の
長
さ
は
、
一
閻
浮
提
（
私
た
ち
が
現
在
い
る
南
贍
部
州
と

い
う
世
界
）
を
構
成
し
て
い
る
原
子
の
数
に
等
し
い
。（
正
し
い
教
え
と
正
し
い
実
践
の
あ
る
）
像
法
の
世
の
長
さ
は
、
四
天
下

（
東
勝
身
州
・
南
贍
部
州
・
西
牛
貨
州
・
北
倶
盧
州
か
ら
な
る
四
大
州
）
を
構
成
す
る
原
子
の
数
に
等
し
い
云
々
。
私
は
あ
な
た

た
ち
を
深
く
敬
い
、
決
し
て
軽
蔑
し
な
い
。

﹇
考
察
﹈
出
典
本
文
の
「
微
塵
」
は
、
仏
教
で
は
非
常
に
小
さ
い
も
の
を
表
わ
す
単
位
。「
常
不
軽
」
は
「
常
不
軽
菩
薩
品
」
に
登
場
す
る

菩
薩
の
名
で
、
す
べ
て
の
人
の
成
仏
を
信
じ
て
敬
い
軽
慢
せ
ず
、
会
う
人
ご
と
に
う
や
う
や
し
く
礼
拝
し
た
と
い
う
。
当
歌
は
そ
れ
を

踏
ま
え
て
、
常
不
軽
菩
薩
の
よ
う
な
決
し
て
他
人
を
軽
ん
じ
な
い
人
も
い
る
世
で
は
あ
る
が
、
我
が
身
の
儚
さ
を
嘆
く
心
を
詠
む
。

（
松
田
望
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
四
）
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観
無
量
寿
経

６９４
世
の
霜
に
あ
は
ゝ
た
め
し
も
な
き
名
の
み
杜
の
柞
の
お
し
く
や
は
あ
ら
ぬ

観
無
量
寿
経
ニ

阿
―

闍
―

世
太
子
執
テレ

剣
ヲ

欲
レ

害
セ
ン
ト

二

其
ノ

母
韋
提
希
夫
人
ヲ一

。
月
―

光
・
耆
―

婆
二
臣
カ

云
、「
劫
―

初
已
―

来
有
二

諸
悪
―

王
一

。

未
タ三

曽
テ

聞
レ

有
ル
ヲ
二

無
―

道
ニ
シ
テ

害
ス
ル
コ
ト

一レ

母
ヲ

」
云
云
。
此
ノ

経
、
為
ニレ

之
カ

発
―

起
ス

也
。
猶
ヲ

繙
二

本
経
一

可
レ

閲
レ

之
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
四
五
〇
番
。
観
無
量
寿
経
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
世
│
あ
き
」。

﹇
訳
﹈

観
無
量
寿
経

霜
に
あ
た
る
と
森
の
柏
な
ど
は
（
枯
れ
て
）
惜
し
い
が
、
母
が
白
髪
に
な
る
と
前
例
も
な
い
、
身
に
覚
え
も
な
い
噂
ば
か
り
で
、（
子

は
）
母
親
（
の
命
）
が
惜
し
く
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

あ
じ
ゃ
せ

い
だ
い
け

ぎ

ば

観
無
量
寿
経
に
よ
る
と
、
阿
闍
世
太
子
は
剣
を
手
に
執
り
、
彼
の
母
で
あ
る
韋
提
希
夫
人
を
殺
そ
う
と
し
た
。
月
光
と
耆
婆
の
二

人
の
臣
下
が
言
う
に
は
、「
こ
の
世
の
初
め
よ
り
こ
の
か
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
悪
王
が
い
る
。
い
ま
だ
か
つ
て
、
母
を
殺
す
非
道
な

行
い
を
す
る
者
が
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
云
々
。
こ
の
観
無
量
寿
経
は
母
の
願
い
の
た
め
に
（
仏
が
説
い
て
）
生
ま
れ
た

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
経
を
紐
解
い
て
、
そ
の
こ
と
を
見
る
が
よ
い
。

は
は
そ

く
ぬ
ぎ

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
「
霜
」
に
白
髪
、「
た
め
し
も
な
き
名
」
に
「
た
め
し
も
な
き
」
と
「
な
き
名
」（
身
に
覚
え
の
な
い
評
判
）、「
柞
」（
櫟

や
柏
な
ど
の
総
称
）
に
「
母
」
を
掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈
出
典
は
『
観
無
量
寿
経
』
の
あ
ら
す
じ
な
の
で
、﹇
異
同
﹈
に
は
取
り
上
げ
な
い
。
そ
の
個
所
に
相
当
す
る
『
観
無
量
寿
経
』
の

本
文
は
以
下
の
通
り
。「
即
執
二

利
剣
一

欲
レ

害
二

其
母
一

。
時
有
二

一
臣
一

名
曰
二

月
光
一

。
聡
明
多
智
。
及
与
二

耆
婆
一

為
レ

王
作
レ

礼
、
白
言
大

王
、『
臣
聞
二

毘
陀
論
経
説
一

。
劫
初
已
来
有
二

諸
悪
王
一

貪
二

国
位
一

故
、
殺
二

害
其
父
一

一
万
八
千
。
未
下

曾
聞
上
レ

有
二

無
道
害
一レ

母
』」。
韋

― ９１ ―
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ま

が

だ

び
ん
び

さ

ら

提
希
夫
人
は
古
代
イ
ン
ド
の
摩
掲
陀
国
王
で
あ
る
頻
婆
娑
羅
の
后
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
よ
る
と
、
阿
闍
世
は
彼
の
悪
友
で
あ

る
提
婆
達
多
に
そ
そ
の
か
さ
れ
、
父
の
国
王
（
頻
婆
娑
羅
）
を
と
ら
え
て
幽
閉
し
た
。
韋
提
希
夫
人
は
水
浴
し
て
身
を
清
め
、
バ
タ
ー

に
乾
飯
の
粉
末
を
ま
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
を
そ
の
身
に
塗
り
、
胸
飾
の
中
に
葡
萄
酒
を
入
れ
、
ひ
そ
か
に
王
に
与
え
た
の
で
、
王
は
命
を

繋
い
だ
。
三
週
間
が
過
ぎ
て
も
王
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
不
審
に
思
っ
た
阿
闍
世
は
、
門
番
に
理
由
を
尋
ね
て
母
の
行
為
を
知
り
、
母

を
殺
そ
う
と
し
た
が
、
二
人
の
臣
下
が
阿
闍
世
の
親
不
孝
を
諫
め
た
。
そ
こ
で
阿
闍
世
は
深
く
懺
悔
し
、
母
を
宮
殿
の
奥
深
く
に
幽
閉

ぎ
し
ゃ
く
つ
せ
ん

し
た
。
韋
提
希
は
愁
い
悲
し
み
、
耆
闍
崛
山
に
向
か
っ
て
礼
拝
し
仏
の
来
臨
を
請
う
た
と
こ
ろ
、
仏
は
王
宮
内
に
出
現
し
、
韋
提
希
の

願
い
に
よ
り
西
方
極
楽
浄
土
を
示
現
し
て
往
生
の
方
法
を
説
い
た
。

（
松
田
望
）

阿
弥
陀
経

６９５
う
れ
し
く
も
む
す
ふ
契
そ
い
つ
は
り
の
あ
ら
し
と
な
か
く
と
き
し
し
た
紐

コ

ギ

ゴ
ク

無
量
寿
経
云
、
無
レ

有
二

虚
―

偽
謟
―

曲
ノ

之
心
一

云
云
。
按
、
阿
弥
陀
ハ

梵
―

語
、
翻
―二

訳
無
量
寿
一

也
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
四
五
一
番
。
仏
説
無
量
寿
経
、
巻
上
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
仏
説
無
量
寿
経
』「
謟
曲
│
諂
曲
」。

﹇
訳
﹈

阿
弥
陀
経

う
れ
し
い
こ
と
に
あ
の
人
と
契
り
を
結
び
偽
り
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
、
長
い
間
、
下
紐
を
解
い
て
い
た
が
、「（
極
楽
浄
土
に
は
）
偽

り
は
な
い
」
と
長
い
間
説
教
さ
れ
た
お
か
げ
で
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
仏
と
宿
縁
を
結
ん
だ
こ
と
だ
な
あ
。

無
量
寿
経
に
よ
る
と
、（
極
楽
浄
土
に
は
）
う
そ
を
つ
い
た
り
、
こ
び
へ
つ
ら
っ
た
り
す
る
心
は
存
在
し
な
い
云
々
。
考
え
て
み
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る
と
、
阿
弥
陀
と
は
梵
語
で
、
無
量
寿
（
無
限
の
寿
命
を
持
つ
も
の
）
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈『
仏
説
無
量
寿
経
』
は
浄
土
三
部
経
の
一
つ
で
、
阿
弥
陀
如
来
が
築
い
た
極
楽
浄
土
に
欲
想
や
欲
覚
等
が
存
在
し
な
い
様
を
説
く

部
分
。
当
歌
は
、
極
楽
浄
土
に
は
偽
り
の
心
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
結
ん
だ
宿
縁
を
頼
り
に
思
う
心
を
詠
む
。「
と
き
」
は

「
説
き
」
と
「
解
き
」
の
掛
詞
。
恋
歌
で
は
、
下
紐
は
人
に
恋
さ
れ
る
と
解
け
る
と
さ
れ
た
。
当
歌
は
『
雪
玉
集
』
の
「
詠
法
文
五
十

首
和
歌
」
の
一
首
で
あ
り
、
末
尾
に
「
此
法
文
和
歌

後
土
御
門
院
三
十
三
回
前
四
十
八
日
勤
行
之
間
、
連
連
綴
連
之
（
下
略
）」
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
読
経
の
際
な
ど
に
故
人
の
装
束
を
布
施
と
し
て
寺
に
寄
進
す
る
風
習
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ

る
。

﹇
参
考
﹈「
か
の
人
の
四
十
九
日
、
忍
び
て
比
叡
の
法
華
堂
に
て
、
事
そ
が
ず
、
装
束
よ
り
は
じ
め
て
さ
る
べ
き
物
ど
も
こ
ま
か
に
、
誦
経

な
ど
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。（
中
略
）
忍
び
て
調
ぜ
さ
せ
た
ま
へ
り
け
る
装
束
の
袴
を
と
り
寄
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、

泣
く
泣
く
も
今
日
は
わ
が
結
ふ
下
紐
を
い
づ
れ
の
世
に
か
と
け
て
見
る
べ
し
」（
源
氏
物
語
、
夕
顔
の
巻
、
一
九
二
頁
。
光
源
氏

は
密
か
に
夕
顔
の
四
十
九
日
を
行
い
、
お
布
施
に
装
束
を
用
意
し
て
哀
傷
歌
を
詠
む
。）

（
森
あ
か
ね
）

大
日

６９６
た
く
ひ
や
は
世
に
あ
ら
か
ね
の
あ
ら
ら
き
を
と
ち
て
久
し
き
法
の
あ
る
し
は

秘
密
念
仏
鈔
ニ

五
方
五
如
来
、
東
阿
閦
木
青
、
西
弥
陀
金
白
、
南
宝
生
火
赤
、
中
央
大
日
土
黄
、
北
釈
迦
水
黒
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
〇
五
〇
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

大
日
如
来

― ９３ ―
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同
類
が
こ
の
世
に
い
る
だ
ろ
う
か
。
鉄
製
の
仏
塔
を
閉
じ
て
久
し
い
が
、
永
久
不
滅
の
仏
法
の
主
は
。

あ
し
ゅ
く

秘
密
念
仏
鈔
に
は
五
方
に
置
か
れ
る
五
如
来
が
記
さ
れ
、
東
方
は
阿
閦
如
来
で
木
青
、
西
方
は
阿
弥
陀
如
来
で
金
白
、
南
方
は

宝
生
如
来
で
火
赤
、
中
央
は
大
日
如
来
で
土
黄
、
北
方
は
釈
迦
如
来
で
水
黒
で
あ
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
鉄
を
意
味
す
る
「
あ
ら
か
ね
」
の
「
あ
ら
」
に
「
有
ら
」
を
掛
け
る
。「
あ
ら
ら
ぎ
」
は
仏
塔
の
忌
詞
。「
と
ち
て
久

し
き
法
」
に
「
と
ち
て
久
し
き
」
と
「
久
し
き
法
」
を
重
ね
る
。「
あ
ら
か
ね
の
あ
ら
ら
ぎ
」（
鉄
塔
）
は
南
天
竺
に
あ
り
、
大
日
如
来

が
説
法
し
た
と
さ
れ
る
。
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
に
成
立
し
た
『
釈
教
三
十
六
人
歌
合
』
の
序
に
は
、「
大
日
世
尊
鉄
塔
の
と
ぼ
そ

を
開
き
給
ひ
て
、
真
の
法
の
光
を
か
か
や
か
し
」
と
あ
る
。

﹇
参
考
﹈
鎌
倉
時
代
前
期
に
道
範
が
著
わ
し
た
『
秘
密
念
仏
鈔
』
全
三
巻
は
、
真
言
密
教
の
立
場
か
ら
弥
陀
浄
土
教
の
諸
概
念
を
解
釈
し
、

顕
教
浄
土
系
の
所
説
を
批
判
し
た
も
の
。
注
釈
本
文
は
五
体
の
如
来
に
、
真
言
密
教
に
お
け
る
五
色
（
青
白
赤
黄
黒
）
と
五
行
（
木
金

火
土
水
）
を
対
応
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
一
節
は
『
秘
密
念
仏
鈔
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
橋
谷
真
広
）

阿
弥
陀

６９７
深
か
り
し
ち
か
ひ
の
ま
ゝ
の
名
取
川
ひ
か
れ
て
う
か
む
瀬
々
の
埋
木

無
量
寿
経
曰
、
如
来
知
―

恵
―

海
、
深
―

広
ニ
シ
テ

無
二

涯
―

底
一

。
聞
レテ

名
ヲ

欲
二ス
レ
ハ

往
―

生
一セ
ン
ト

、
皆
―

悉
到
二

彼
ノ

国
ニ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
〇
五
二
番
。
仏
説
無
量
寿
経
、
巻
下
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
ひ
か
れ
て
う
か
む
│
ひ
か
れ
て
う
か
ぶ
」「
瀬
々
の
埋
木
│
世
世
の
む
も
れ
木
」。『
仏
説
無
量
寿
経
』「
知

恵
海
│
智
慧
海
」。
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﹇
訳
﹈

阿
弥
陀
仏

名
取
川
の
多
く
の
浅
瀬
に
埋
も
れ
木
が
浮
か
ぶ
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
が
立
て
た
深
い
誓
願
に
ま
か
せ
、
仏
の
名
に
引
か
れ
て
浮
か
ば
れ

よ
う
。無

量
寿
経
に
よ
る
と
、
如
来
の
知
恵
の
海
は
深
く
広
く
て
、
果
て
も
底
も
な
い
。
仏
の
名
を
聞
い
て
往
生
し
た
い
と
思
え
ば
、
皆

す
べ
て
が
か
の
国
（
極
楽
浄
土
）
へ
行
け
る
。

な
と
り
が
わ

せ

ぜ

﹇
考
察
﹈「
名
取
川
」
と
「
瀬
々
の
埋
も
れ
木
」
は
、「
名
取
川
瀬
々
の
埋
も
れ
木
あ
ら
は
れ
ば
い
か
に
せ
む
と
か
あ
ひ
見
そ
め
け
む
」（
古

今
和
歌
集
、
恋
三
、
六
五
〇
番
）
の
よ
う
に
併
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
埋
も
れ
木
」
と
は
水
中
に
長
い
間
、
埋
ま
っ
て
い
た
た
め

炭
化
し
て
黒
く
固
く
な
っ
た
木
を
指
し
、
転
じ
て
世
間
か
ら
忘
れ
ら
れ
た
存
在
に
例
え
る
。
名
取
川
の
「
名
」
に
『
仏
説
無
量
寿
経
』

の
「
聞
名
」
の
「
名
」
を
響
か
す
。
当
歌
の
第
四
句
「
浮
か
む
」
に
、
埋
も
れ
木
が
浮
く
と
成
仏
す
る
を
掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈
出
典
の
本
文
で
、「
如
来
知
恵
海
、
深
広
無
涯
底
」
と
「
聞
名
欲
往
生
、
皆
悉
到
彼
国
」
は
『
仏
説
無
量
寿
経
』
で
は
別
々
の
個

所
に
あ
る
が
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
人
智
を
超
え
た
阿
弥
陀
仏
の
計
ら
い
に
全
て
委
ね
る
こ
と
を
強
調
し
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
親
鸞

の
著
作
で
あ
る
『
教
行
信
証
』
に
も
、「
弥
陀
智
願
海
。
深
広
無
涯
底
。
聞
名
欲
往
生
。
皆
悉
到
彼
国
。」
と
あ
る
。

（
嶋
中
佳
輝
）

弥
勒

６９８
お
ろ
か
に
そ
名
を
も
と
め
け
る
お
こ
た
り
に
世
に
出
る
道
や
し
は
し
を
く
れ
し

弥
勒
所
問
経
云
、
阿
難
白
レ

仏
言
ク

、「
弥
勒
得
ル
コ
ト

二

法
―

忍
ヲ一

、
久
―

遠
ニ
シ
テ

乃
チ

爾
リ

。
何
以
不
下

逮
二

無
―

上
正
真
之
道
一

成
中

最
正
覚
上

耶
」。
仏
語
二

阿
難
一

、「
菩
薩
四
事
法
不
レ

取
二

正
―

覚
一

。
何
―

等
為
レ

四
。
一
浄
二

国
土
ヲ一

。
二
護
二

国
土
一

。
三
浄
二

一
切
一

。
四
護
二

一

― ９５ ―
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切
一

。
是
為
二

四
事
一

。
弥
勒
本
ト

求
シレ

仏
時
亦
有
二

此
四
一

。
然
ル
ニ

弥
―

勒
発
ス
ル
レ

意
ヲ

先
ツ二

我
カ

之
前
ニ一

四
十
二
劫
ナ
リ

。
我
於
二

其
後
一

乃
チ

発
ス二

道
意
ヲ一

。
於
二

此
ノ

賢
劫
ニ一

以
大
精
進
超
―二

越
シ
テ

九
劫
一

得
二

無
上
正
真
之
道
一

致
二

最
正
覚
一

云
云
。

弥
勒
出
世
従
二

釈
尊
入
滅
一

隔
二

五
十
七
俱
低
六
十
百
千
歳
一

云
云
。
見
于
往
生
要
集
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
〇
五
四
番
。
法
苑
珠
林
、
巻
一
六
。
往
生
要
集
、
上
之
末
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
お
ろ
か
に
そ
│
お
ろ
か
に
も
」。『
法
苑
珠
林
』「
何
以
不
逮
│
何
以
不
速
逮
」「
弥
勒
本
求
仏
時
亦
有
此
四

│
弥
勒
本
求
仏
時
以
是
四
事
故
不
取
仏
仏
語
阿
難
我
本
求
仏
時
亦
有
此
四
」「
得
無
上
正
真
之
道
│
得
於
無
上
正
真
之
道
」。『
往
生
要

集
』「
弥
勒
出
世
│
ナ
シ
」「
隔
│
至
慈
尊
出
世
隔
」。

﹇
訳
﹈

弥
勒
菩
薩

（
弥
勒
は
）
お
ろ
か
に
も
（
四
つ
の
本
願
を
達
成
す
る
）
名
声
を
求
め
た
の
だ
な
あ
。（
修
行
を
）
怠
っ
た
た
め
（
衆
生
を
救
い
に
）
こ

の
世
に
現
わ
れ
る
の
が
（
釈
迦
よ
り
も
）
し
ば
ら
く
遅
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

弥
勒
所
問
経
に
よ
る
と
、
阿
難
が
釈
迦
に
申
し
て
言
う
に
は
、「
弥
勒
菩
薩
が
法
忍
（
仏
法
の
真
理
）
を
悟
っ
た
の
は
、
意
外
な

こ
と
に
久
遠
（
遥
か
以
前
）
で
あ
っ
た
。
ど
う
し
て
無
上
正
真
道
（
こ
の
上
な
い
正
し
い
真
実
の
道
）
に
【
速
や
か
に
】
到
達
し

た
の
に
、
最
正
覚
（
最
も
正
し
い
悟
り
）
を
達
成
し
な
か
っ
た
の
か
」。
釈
迦
が
阿
難
に
語
る
に
は
、「
弥
勒
菩
薩
は
（
弥
勒
菩
薩

の
本
願
で
あ
る
）
四
事
の
決
ま
り
を
立
て
て
、
正
覚
（
究
極
の
悟
り
）
を
選
択
し
な
か
っ
た
の
だ
。
何
を
四
事
と
す
る
か
と
い
う

と
、
一
に
こ
の
世
を
清
め
る
こ
と
、
二
に
こ
の
世
を
守
る
こ
と
、
三
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
清
め
る
こ
と
、
四
に
一
切
衆
生
を
保
護

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
が
四
事
で
あ
る
。
弥
勒
は
も
と
も
と
（
究
極
の
悟
り
に
達
し
て
）
仏
に
な
ろ
う
と
し
た
と
き
、【
こ
の
四
つ

の
本
願
を
成
就
す
る
こ
と
を
選
び
、
仏
に
な
る
こ
と
を
選
ば
な
か
っ
た
の
だ
」。
釈
迦
が
阿
難
に
語
る
に
は
、「
私
が
も
と
も
と
仏
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に
な
ろ
う
と
し
た
と
き
も
、】
こ
の
四
つ
の
本
願
を
成
就
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
し
か
し
な
が
ら
弥
勒
の
発
願
は
、
私
（
釈
迦
）

よ
り
も
四
十
二
劫
も
早
く
、
私
は
そ
の
後
に
や
っ
と
発
願
し
て
、
こ
の
賢
劫
（
今
の
世
の
中
）
に
お
い
て
大
い
に
精
進
し
て
九
劫

も
の
時
間
を
超
越
し
、
無
上
正
真
道
に
到
達
し
て
最
正
覚
を
達
成
し
た
」
云
々
。

「
弥
勒
が
（
衆
生
を
救
い
に
）
こ
の
世
に
出
現
す
る
の
は
、
釈
迦
が
入
滅
し
て
か
ら
五
十
七
億
六
千
万
年
を
隔
て
る
云
々
」
と
、

往
生
要
集
に
見
え
る
。

﹇
考
察
﹈
弥
勒
は
釈
迦
の
次
に
成
仏
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
菩
薩
。
五
十
七
億
六
千
万
年
（
一
説
に
は
五
十
六
億
七
千
万
年
）
後
に

こ
の
世
界
に
現
わ
れ
て
衆
生
を
救
う
と
さ
れ
、
そ
れ
を
「
弥
勒
出
世
」
と
い
う
。「
俱
低
」
は
計
り
知
れ
な
い
数
を
さ
す
言
葉
で
「
億
」

と
訳
す
。
弥
勒
は
釈
迦
よ
り
も
発
願
は
早
か
っ
た
が
、
衆
生
の
救
済
は
遅
れ
た
こ
と
を
当
歌
は
歌
う
。

﹇
参
考
﹈「
弥
勒
所
問
経
」
は
『
弥
勒
菩
薩
所
問
本
願
経
』
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
引
用
本
文
と
は
異
同
が
多
い
の
で
、
出
典
は
『
法
苑
珠

林
』
か
ら
の
孫
引
き
と
見
て
、
抜
け
て
い
る
個
所
も
訳
し
て
【

】
で
括
っ
た
。
文
中
の
「
乃
爾
」
は
「
こ
ん
な
に
も
」
と
訳
し
、
意

外
性
を
表
わ
す
。『
弥
勒
菩
薩
所
問
本
願
経
』
は
、
弥
勒
菩
薩
が
今
な
お
菩
薩
の
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
、
衆
生
済
度
の
た
め
で

あ
る
と
説
く
。

（
溝
口
利
奈
）

夏
釈
教
薬
師

６９９
か
け
清
き
る
り
を
光
の
国
の
う
ち
は
さ
こ
そ
月
日
も
涼
し
か
る
ら
め

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
二
五
一
番
。

ひ
ろ
イ

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
夏
釈
教

薬
師
│
釈
教

尺
迦
薬
師
地
蔵
観
音
」「
か
け
清
き
│
か
げ
き
よ
き
」。

― ９７ ―
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﹇
訳
﹈

夏
の
釈
教
歌

薬
師
如
来

光
の
清
ら
か
な
薬
師
瑠
璃
光
如
来
が
い
る
（
東
方
浄
瑠
璃
の
）
光
に
満
ち
た
世
界
の
中
で
は
、
さ
ぞ
か
し
月
光
菩
薩
も
日
光
菩
薩
も

清
々
し
い
で
あ
ろ
う
。

﹇
考
察
﹈
薬
師
瑠
璃
光
如
来
は
東
方
浄
瑠
璃
世
界
の
教
主
で
、
日
光
菩
薩
と
月
光
菩
薩
を
脇
士
と
す
る
。
当
歌
は
東
方
浄
瑠
璃
世
界
の
様

子
を
、
涼
夏
の
趣
に
重
ね
て
詠
む
。

（
丹
羽
雄
一
）

薬
師

７００
秋
き
り
の
し
ほ
れ
し
草
も
春
の
く
る
そ
な
た
の
風
に
め
く
む
色
か
な

薬
師
本
願
経
曰
、
仏
告
ク二

曼
殊
師
利
ニ一

、「
東
方
、
去
レ

此
過
二

十
殑
伽
沙
等
仏
土
ヲ一

有
二

世
界
一

、
名
二

浄
琉
璃
一

。
仏
ヲ

号
二

薬
師
琉
璃
光

如
来
一

」
云
云
。

（
マ
マ
）

涅
槃
経
、
高
貴
徳
王
品
云
、
復
有
二

光
明
一

来
照
ス

。
衆
不
レ

知
レ

処
。
仏
勅
シ
テ
二

文
殊
ニ一

為
メ
ニ

説
シ
ム

。
乃
云
、「
東
方
満
仏
光
仏
ノ

所
ニ

有
二

菩
薩
一

、
名
二

琉
璃
光
一

」
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
〇
五
三
番
。
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
』「
曼
殊
師
利
│
曼
殊
室
利
」「
名
浄
琉
璃
│
名
浄
瑠
璃
」。

﹇
訳
﹈

薬
師
如
来

秋
霧
に
萎
れ
た
草
も
、
春
が
来
る
東
か
ら
の
風
に
（
吹
か
れ
る
と
）
芽
ぐ
む
気
配
が
あ
る
よ
う
に
、
病
で
苦
し
ん
だ
人
も
東
方
の
薬
師

瑠
璃
光
如
来
が
恩
恵
を
も
た
ら
す
こ
と
だ
な
あ
。
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薬
師
本
願
経
に
よ
る
と
、
仏
が
曼
殊
師
利
に
告
げ
る
に
は
、「
こ
こ
か
ら
無
数
の
仏
国
土
を
過
ぎ
た
東
方
に
、
浄
瑠
璃
と
い
う
世

界
が
あ
る
。
仏
を
薬
師
瑠
璃
光
如
来
と
い
う
」
云
々
。

涅
槃
経
の
高
貴
徳
王
品
に
よ
る
と
、
再
び
光
明
が
輝
い
た
。
大
衆
は
（
光
の
由
来
が
）
わ
か
ら
な
い
。
仏
が
文
殊
に
（
光
明
の
由

来
を
）
説
明
さ
せ
る
に
は
、「
東
方
の
満
月
光
明
仏
の
と
こ
ろ
に
菩
薩
が
お
り
、
名
前
を
瑠
璃
光
菩
薩
と
い
う
」
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
』
は
薬
師
瑠
璃
光
如
来
の
浄
土
、
薬
師
瑠
璃
光
如
来
の
名
を
唱
え
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
功
徳
、

ご
う
が

し
ゃ

経
典
や
仏
像
の
供
養
な
ど
を
説
く
。「
殑
伽
」
は
ガ
ン
ジ
ス
河
、「
沙
」
は
砂
の
意
で
、「
十
殑
伽
沙
」
は
無
数
を
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の

数
に
た
と
え
る
。
当
歌
は
結
句
の
「
め
ぐ
む
」
に
「
芽
ぐ
む
」
と
「
恵
む
」
を
掛
け
、
薬
師
瑠
璃
光
如
来
の
恩
恵
を
春
の
萌
芽
に
重
ね

て
詠
む
。「
秋
霧
の
萎
れ
し
草
」
は
病
人
の
比
喩
。
五
行
説
で
は
春
は
東
か
ら
来
る
。

﹇
参
考
﹈『
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
』
は
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
跋
の
版
本
を
使
用
。「
高
貴
徳
王
品
」
は
正
式
名
称
を
「
光

明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
」
と
言
い
、
一
三
章
か
ら
成
る
『
大
般
涅
槃
経
』
の
一
章
。
涅
槃
経
を
修
行
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
十
徳
を

説
く
。
現
存
本
『
大
般
涅
槃
経
』
に
は
「
復
有
光
明
来
照
」
以
下
の
本
文
は
見
当
た
ら
ず
、『
三
玉
挑
事
抄
』
所
引
は
梗
概
か
と
推
定

さ
れ
る
。『
大
般
涅
槃
経
』
に
つ
い
て
は
７１０
番
歌
の
﹇
参
考
﹈
を
参
照
。

（
丹
羽
雄
一
）

秋
釈
教

地
蔵

７０１
露
の
身
の
う
き
を
尋
ぬ
と
朝
毎
に
い
く
里
か
け
て
君
は
行
ら
む

延
命
地
蔵
経
曰
、
毎
日
晨
―

朝
ニ

入
二

於
諸
定
一

、
遊
二

化
六
道
一ニ

抜
―

苦
与
―

楽
。

ゴ
ウ

地
蔵
十
輪
経
曰
、
此
善
男
子
於
二

一
一
ノ

日
毎
二ニ

晨
―

朝
ノ

時
一

、
為
レノ

欲
レス
ル
カ

成
二―

セ
ン
ト

諸
有
―

情
一ヲ

故
、
入
二

殑
河
沙
等
ノ

諸
定
一ニ

。
従
レ

定

― ９９ ―
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起
―

已
テ

、
遍
ク

於
二

十
方
諸
仏
ノ

国
土
一ニ

成
二―

ス

一
―

切
所
―

化
ノ

有
情
一ヲ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
二
五
二
番
。
延
命
地
蔵
経
。
大
乗
大
集
地
蔵
十
輪
経
、
序
品
第
一
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
秋
釈
教

地
蔵
│
釈
教

尺
迦
薬
師
地
蔵
観
音
」。『
延
命
地
蔵
経
』『
大
乗
大
集
地
蔵
十
輪
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

秋
の
釈
教
歌

地
蔵
菩
薩

露
の
よ
う
に
は
か
な
く
つ
ら
い
身
の
上
の
人
々
を
探
し
求
め
（
救
済
し
）
よ
う
と
、
毎
朝
ど
れ
だ
け
の
地
を
目
指
し
て
、
あ
な
た
（
地

蔵
）
は
行
く
の
だ
ろ
う
か
。

延
命
地
蔵
経
に
よ
る
と
、（
地
蔵
は
）
毎
日
早
朝
の
勤
行
に
お
い
て
、
諸
々
の
瞑
想
に
入
る
。
六
道
に
赴
き
人
々
を
教
化
し
て
、

苦
を
取
り
除
き
楽
を
与
え
る
。

地
蔵
十
輪
経
に
よ
る
と
、
こ
の
信
仰
心
あ
る
善
人
（
地
蔵
）
は
毎
朝
の
勤
行
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を

悟
り
の
境
地
に
至
ら
せ
よ
う
と
す
る
た
め
に
、
恒
河
沙
（
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
）
ほ
ど
無
数
の
瞑
想
に
入
る
。
瞑
想
を
終
え
、
あ
ら

ゆ
る
仏
世
界
に
お
い
て
、
一
切
の
導
か
れ
る
べ
き
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
悟
り
の
境
地
に
至
ら
せ
る
。

﹇
考
察
﹈『
延
命
地
蔵
経
』
は
唐
の
不
空
の
訳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
作
ら
れ
た
偽
経
で
、
延
命
地
蔵
菩
薩
の
利
益
を
説
く
。『
大
乗

大
集
地
蔵
十
輪
経
』
は
唐
の
玄
奘
に
よ
る
『
十
輪
経
』
の
異
訳
で
、
地
蔵
菩
薩
が
沙
門
の
姿
を
と
り
衆
生
を
救
う
こ
と
を
説
く
。
ど
ち

ら
も
地
蔵
信
仰
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
初
期
に
亮
汰
が
著
わ
し
た
『
延
命
地
蔵
経
』
の
注
釈
書
『
延
命
地
蔵
経
鈔
』
に

は
、「
毎
日
晨
朝
入
於
諸
定
遊
化
六
道
抜
苦
与
楽
」
の
解
説
と
し
て
『
地
蔵
十
輪
経
』
の
当
該
箇
所
が
引
か
れ
て
い
る
の
で
、『
三
玉
挑

じ
ょ
う

じ

事
抄
』
は
そ
の
引
用
か
も
し
れ
な
い
。「
定
」
は
雑
念
を
絶
ち
無
念
無
想
の
境
地
に
入
る
こ
と
。「
晨
朝
時
」
の
「
時
」
は
仏
道
の
勤
行

じ
ょ
う
じ
ゅ
く

う
じ
ょ
う

の
時
刻
、
ま
た
そ
の
勤
行
。「
成
熟
」
は
機
が
十
分
熟
す
る
こ
と
、
転
じ
て
悟
り
の
機
が
実
る
こ
と
。「
有
情
」
は
心
を
備
え
て
い
る
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し
ょ
け

生
き
物
で
、
鳥
獣
な
ど
も
含
む
。「
所
化
」
は
教
え
を
受
け
る
者
。
当
歌
は
地
蔵
菩
薩
に
よ
る
衆
生
の
救
済
を
、
経
典
の
内
容
を
踏
ま

え
て
詠
む
。

﹇
参
考
﹈『
十
輪
経
』
に
は
、「
於
晨
朝
時
。
入
恒
河
沙
世
界
三
昧
。
為
成
熟
衆
生
故
。
従
禅
定
起
。
令
無
量
無
辺
諸
仏
世
界
於
五
濁
悪
世

成
就
衆
生
悉
空
無
余
。」
と
あ
る
。『
延
命
地
蔵
経
』
は
『
真
言
宗
聖
典
』（
小
林
正
盛
編
、
森
江
書
店
、
大
正
一
五
年
）、『
延
命
地
蔵

経
鈔
』
は
『
日
本
大
蔵
経
』
４
（
日
本
大
蔵
経
編
纂
会
、
大
正
四
年
）
を
使
用
。

（
八
木
智
生
）

冬
釈
教
観
音

７０２
ち
か
ひ
あ
れ
は
か
れ
に
し
木
も
や
立
か
へ
り
花
咲
春
を
し
ゐ
て
待
ら
ん

新
続
古
今
集
云
、
梅
の
木
の
か
れ
た
る
枝
に
鳥
の
ゐ
て
花
さ
け
�
�
と
な
く
そ
わ
り
な
き

こ
れ
は
ま
つ
し
き
女
の
清
水
に
百
日
ま
ふ
て
ゝ
な
く
�
�
祈
け
る
夜
の
夢
に
観
音
の
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
歌
と
な
む
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
二
五
三
番
。
新
続
古
今
和
歌
集
、
巻
八
、
釈
教
歌
、
八
一
六
番
。

つ
ら
ん
イ

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
待
ら
ん
│
ま
た
ま
し
」。『
新
続
古
今
和
歌
集
』「
給
ひ
け
る
│
給
う
け
る
」。

﹇
訳
﹈

冬
の
釈
教
歌

観
世
音
菩
薩

い
ち

（
花
を
咲
か
せ
よ
う
と
い
う
観
音
の
）
誓
い
が
あ
る
の
で
、
枯
れ
て
し
ま
っ
た
木
も
昔
に
返
り
、
花
が
咲
く
春
（
に
な
る
こ
と
）
を
一

ず途
に
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

新
続
古
今
和
歌
集
に
よ
る
と
、
梅
の
木
の
枯
れ
た
枝
に
鳥
が
止
ま
っ
て
、「
花
よ
、
咲
け
咲
け
」
と
鳴
く
の
は
無
理
な
こ
と
で
あ

る
（
よ
う
に
、
貧
し
い
女
が
泣
き
な
が
ら
富
貴
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
も
無
理
な
こ
と
で
あ
る
）。

― １０１ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
四
）



こ
れ
は
貧
し
い
女
が
清
水
寺
に
百
日
間
、
参
詣
し
て
、
泣
き
な
が
ら
（
富
貴
に
な
る
こ
と
を
）
祈
っ
た
夜
の
夢
の
中
で
観
音
が
お

詠
み
に
な
っ
た
歌
と
（
言
わ
れ
て
い
る
）
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
新
続
古
今
和
歌
集
』
の
和
歌
は
、
鳴
く
鶯
を
泣
き
な
が
ら
祈
願
す
る
女
に
な
ぞ
ら
え
、
願
い
が
叶
い
が
た
い
こ
と
を
教
え
諭
す

観
音
の
託
宣
歌
で
、
同
じ
歌
が
平
安
末
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
続
詞
花
和
歌
集
』『
袋
草
紙
』『
宝
物
集
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。「
枯
れ

た
る
枝
」
は
貧
し
さ
、「
花
咲
け
」
は
富
貴
を
表
わ
す
。

﹇
参
考
﹈
清
水
寺
は
現
在
の
京
都
市
東
山
区
に
あ
り
、
音
羽
山
を
背
に
し
た
地
に
あ
る
法
相
宗
の
古
刹
。
本
尊
は
十
一
面
観
音
で
、
観
音

信
仰
の
聖
地
と
し
て
栄
え
た
。
観
音
菩
薩
の
功
徳
霊
験
を
説
く
説
話
は
、
平
安
初
期
に
成
立
し
た
『
日
本
霊
異
記
』
に
も
見
ら
れ
、
貧

し
い
人
が
富
貴
に
な
る
、
幸
せ
な
結
婚
を
す
る
な
ど
の
現
世
利
益
譚
が
多
い
。

（
湯
本
美
紀
）

最
勝
講

７０３
あ
ま
く
た
る
跡
し
き
忍
へ
雲
の
上
に
今
も
五
日
の
法
の
む
し
ろ
は

江
次
第
、
頭
書
曰
、
最
勝
講
、
寛
弘
六
年
以
来
被
レ

行
也
。
此
前
或
ハ

行
、
或
ハ

止
不
―

定
也
。
後
朱
雀
院
ノ

御
時
、
四
天
王
化
―

現
。
故
ニ

御
帳
ノ

四
角
ニ

儲
二

四
天
ノ

座
一ヲ

云
云
。
講
、
五
箇
日
、
兼
―

日
有
二

日
―

時
僧
―

名
ノ

定
等
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
二
〇
七
番
。
江
家
次
第
、
巻
第
七
、
五
月
、
最
勝
講
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
江
家
次
第
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

最
勝
講

天
上
か
ら
降
下
す
る
仏
法
を
ひ
た
す
ら
敬
い
な
さ
い
。
宮
中
で
は
今
も
五
日
間
の
法
会
は
（
行
わ
れ
て
い
る
）。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
四
）

― １０２ ―



江
次
第
の
頭
注
に
よ
る
と
、
最
勝
講
は
寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
以
来
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
は
行
わ
れ
た
り
行
わ
れ
な
か

っ
た
り
と
、
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
御
朱
雀
院
の
御
代
（
一
〇
三
六
〜
四
五
）
に
、
四
天
王
（
仏
法
を
守
護
す
る
持
国
天
、
増

長
天
、
広
目
天
、
多
聞
天
）
が
世
に
現
れ
た
。
そ
の
た
め
、
御
帳
の
四
隅
に
四
天
の
座
を
設
け
た
云
々
。
最
勝
講
は
五
日
間
に
亘

っ
て
行
わ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
日
時
や
招
請
さ
れ
る
僧
侶
の
名
前
を
定
め
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

﹇
考
察
﹈
最
勝
講
は
毎
年
陰
暦
五
月
の
吉
日
を
選
び
、
五
日
間
行
わ
れ
た
金
光
明
最
勝
王
経
の
講
会
。
一
条
天
皇
の
長
保
四
年
（
一
〇
〇

二
）
に
行
わ
れ
た
講
説
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
宮
中
の
清
涼
殿
で
は
天
下
泰
平
国
家
安
穏
を
祈
願
し
、
東
大
寺
・
興
福
寺
・
延
暦
寺
・

園
城
寺
の
高
僧
を
選
び
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
一
〇
巻
を
朝
夕
二
回
に
分
け
て
一
巻
ず
つ
講
じ
さ
せ
た
。
当
歌
は
、
宮
中
の
清
涼
殿

で
行
わ
れ
る
最
勝
講
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
功
徳
を
歌
う
。
第
二
句
の
「
し
き
し
の
ぶ
」
は
し
き
り
に
慕
う
、
と
い
う
意
味
。

﹇
参
考
﹈『
金
光
明
最
勝
王
経
』
は
護
国
三
部
経
の
一
つ
。
四
世
紀
頃
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
『
金
光
明
経
』
を
、
唐
の
義
浄
が
漢
訳
し

た
も
の
。
日
本
に
は
八
世
紀
頃
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
経
を
広
め
、
国
王
が
正
法
を
も
っ
て
国
を
治
め
る
こ
と
で
国
は
豊
か
に

な
り
、
四
天
王
を
始
め
と
す
る
諸
天
に
よ
っ
て
国
が
守
護
さ
れ
る
。

（
橋
谷
真
広
）

飲
酒
戒

７０４
盃
の
み
き
と
も
い
ふ
な
伝
へ
け
る
手
た
に
む
な
し
き
世
々
を
お
も
は
ゝ

梵
網
経
心
地
法
門
品
曰
、
若
自
―

身
手
ニ

過
シ

酒
―

器
ヲ

、
与
レ

人
飲
レ

酒
者
ノ

五
―

百
―

世
無
レ

手
。
何
況
自
飲
ン
ヲ
ヤ

。
不
レ

得
レ

教
二

一
切
人
飲

及
一
切
衆
生
ヲ
シ
テ

飲
一レ

酒
。
況
自
飲
―

酒
セ
ン
ヲ
ヤ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
四
九
六
番
。
梵
網
経
盧
舎
那
仏
説
菩
薩
心
地
戒
品
、
第
一
〇
巻
下
。

― １０３ ―
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
梵
網
経
盧
舎
那
仏
説
菩
薩
心
地
戒
品
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

飲
酒
戒

み

き

こ
う
せ
い

盃
を
見
た
と
も
、（
酒
を
敬
っ
て
）
御
酒
と
も
言
っ
て
は
い
け
な
い
。（
先
祖
か
ら
）
伝
え
ら
れ
た
手
さ
え
無
く
な
る
後
世
を
思
え
ば
。

梵
網
経
心
地
法
門
品
に
よ
る
と
、
も
し
自
分
自
身
の
手
で
酒
器
を
手
渡
し
、
人
に
酒
を
飲
ま
せ
た
な
ら
ば
、（
飲
ま
せ
た
者
は
そ

の
報
い
に
よ
り
）
五
百
世
に
わ
た
り
手
が
無
い
（
も
の
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
）。
ま
し
て
自
分
か
ら
（
酒
を
）
飲
む
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
い
か
な
る
人
も
飲
む
こ
と
、
及
び
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
酒
を
飲
ま
せ
る
こ
と
を
教
え
て
は
な
ら
な
い
。
ま
し
て
自

分
か
ら
飲
酒
を
す
る
の
は
、
も
っ
て
の
ほ
か
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈『
梵
網
経
』
全
二
巻
は
、
鳩
摩
羅
什
が
漢
訳
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
大
乗
仏
教
の
経
典
で
、
上
巻
は
菩
薩
の
階
位
（
四
十
種
の
法

門
）
を
説
き
、
下
巻
は
菩
薩
戒
（
大
乗
仏
教
に
お
け
る
戒
律
）
と
し
て
十
の
重
戒
（
酒
を
販
売
な
ど
）
と
四
十
八
の
軽
戒
（
飲
酒
な

み

き

ど
）
を
説
く
。
当
歌
は
第
二
句
の
「
み
き
」
に
「
見
き
」
と
「
御
酒
」
を
掛
け
、
禁
酒
の
戒
律
を
破
っ
た
際
の
報
い
と
戒
め
を
歌
う
。

﹇
参
考
﹈
雪
玉
集
の
歌
肩
に
「
永
正
三
八
御
月
次
」
と
あ
り
、
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
八
月
の
月
次
歌
。

（
橋
谷
真
広
）

修
羅

７０５
は
か
な
し
や
名
高
き
雪
の
の
り
物
も
法
の
道
に
し
う
と
き
あ
そ
ひ
は

雪
の
の
り
物
、
い
ま
た
か
う
か
へ
侍
ら
す
。

ソ
コ
ニ

按
、
首
楞
厳
経
巻
九
ニ

説
二キ

四
種
ノ

修
羅
一ヲ

已
ツ
テ

云
ク

、「
別
ニ

有
二

一
―

分
下
―

劣
ノ

修
羅
一

。
生
二ス

大
―

海
ノ

心
一

。
沈
二ム

水
―

穴
―

口
一ニ

。
旦
タ
ニ
ハ

遊
二ヒ

虚
―

空
一ニ

、
暮
ニ
ハ

帰
二

水
―

宿
一

」
云
云
。

『
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も
し
此
経
文
の
心
に
て
も
侍
ら
は
、
雲
の
の
り
物
な
る
へ
き
歟
。
猶
、
証
本
を
尋
ね
侍
る
へ
し
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
四
九
八
番
。
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
楞
厳
経
、
巻
第
九
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
う
と
き
あ
そ
ひ
は
│
と
ほ
き
あ
そ
び
は
」。『
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
楞
厳
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

阿
修
羅

は
か
な
い
こ
と
だ
な
あ
。
名
高
い
雪
の
乗
り
物
も
、
仏
法
の
道
に
遠
い
遊
び
で
は
。

「
雪
の
乗
り
物
」
は
、
ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

思
案
す
る
に
、
首
楞
厳
経
の
巻
九
に
、
四
種
類
の
修
羅
に
つ
い
て
説
き
終
わ
っ
て
言
う
に
は
、「（
四
種
類
と
は
）
別
に
、
一
部
の

卑
し
い
修
羅
が
い
る
。
大
海
の
深
い
所
に
生
ま
れ
、
水
中
の
洞
窟
に
潜
む
。
昼
間
は
虚
空
に
遊
び
、
日
暮
れ
に
は
水
中
の
洞
窟
に

帰
っ
て
宿
る
」
云
々
。

も
し
こ
の
経
文
の
内
容
で
あ
り
ま
す
な
ら
ば
、「
雲
の
乗
り
物
」
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
証
拠
と
な
る
文
献
を
探
さ
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。

﹇
考
察
﹈『
首
楞
厳
経
』
は
『
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
楞
厳
経
』
の
こ
と
で
、
禅
法
の
要
義
を
説
く
、
唐
代
の
偽
経
。

「
修
羅
」
は
阿
修
羅
の
略
で
、
仏
法
に
お
け
る
悪
神
を
指
す
。「
雲
の
乗
り
物
」
も
「
雪
の
乗
り
物
」
も
用
例
は
確
認
で
き
な
い
が
、

は
こ
ぞ
り

き
ぞ
り

し
ゅ
ら
ぐ
る
ま

た
い
し
ゃ
く

「
雪
の
乗
り
物
」
は
箱
橇
（
箱
を
の
せ
た
橇
）
か
。
ま
た
、
大
石
や
大
木
な
ど
を
運
ぶ
木
橇
を
修
羅
車
と
い
う
。
こ
れ
は
修
羅
が
帝
釈

た
い
し
ゃ
く

の
り

と
争
っ
て
勝
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
石
を
動
か
す
車
を
修
羅
車
、
略
し
て
修
羅
と
呼
ぶ
。
和
歌
で
は
「
乗
り
物
」
の
「
乗
り
」
が
「
法
」

を
導
く
。

（
嶋
中
佳
輝
）

― １０５ ―
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香
薫
十
方

７０６
二
葉
よ
り
匂
ふ
林
に
立
ぬ
る
ゝ
袖
も
か
く
こ
そ
よ
も
の
は
る
か
せ

観
仏
三
昧
経
。
出
于
春
部
花
歌
註
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
四
三
三
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

香
が
十
方
世
界
に
薫
る

二
葉
の
と
き
か
ら
香
気
が
漂
う
林
に
立
っ
て
い
る
と
、
濡
れ
た
袖
も
こ
の
よ
う
に
四
方
か
ら
吹
く
春
風
（
で
乾
く
こ
と
）
だ
な
あ
。

観
仏
三
昧
経
。
春
部
、
花
の
歌
の
注
に
掲
出
し
た
。（

番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈

番
歌
の
出
典
は
、
香
り
の
良
い
栴
檀
の
木
が
悪
臭
を
放
つ
伊
蘭
の
林
に
混
じ
っ
て
も
そ
の
芳
香
を
失
わ
ず
、
最
終
的
に
林
そ

の
も
の
を
い
い
香
り
に
包
む
と
い
う
譬
え
話
で
、
ど
の
よ
う
な
人
も
功
徳
を
積
め
ば
諸
悪
を
根
絶
で
き
る
こ
と
を
説
く
。
当
歌
は
そ
れ

を
踏
ま
え
、
香
気
が
漂
う
林
の
中
で
心
地
よ
い
春
風
に
包
ま
れ
清
々
し
く
な
っ
て
い
く
さ
ま
を
詠
む
。

﹇
参
考
﹈『
観
仏
三
昧
経
』
は
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
略
称
。
東
晋
の
仏
陀
跋
陀
羅
の
訳
で
、
広
く
観
仏
念
仏
の
功
徳
を
説
く
。（

嶋
中
佳
輝
）

題
し
ら
す

７０７
ら
に
き
く
の
花
に
は
あ
や
な
よ
り
き
つ
と
き
け
は
狐
の
心
さ
へ
う
し

白
氏
文
集
。
凶
―

宅
ノ

詩
ニ

、
梟
鳴
二

松
―

桂
ノ

枝
ニ

、
狐
蔵
二

蘭
―

菊
ノ

ニ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
六
一
八
番
。
白
氏
文
集
（
白
楽
天
全
詩
集
）、
巻
一
、
諷
喩
、
凶
宅
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
題
し
ら
す
│
ナ
シ
」「
花
に
は
│
花
か
は
」。『
白
氏
文
集
』「

│
叢
」。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
四
）

― １０６ ―



﹇
訳
﹈

題
知
ら
ず

蘭
や
菊
の
花
は
訳
が
分
か
ら
な
い
。（
狐
が
蘭
や
菊
に
）
近
寄
っ
て
来
る
と
聞
く
と
、
狐
の
心
ま
で
も
が
厭
わ
し
い
。

白
氏
文
集
。
凶
宅
の
詩
に
、
梟
は
（
庭
の
）
松
や
桂
の
枝
に
鳴
き
、
狐
は
蘭
や
菊
の
草
む
ら
に
隠
れ
る
。

﹇
考
察
﹈「
凶
宅
」
の
詩
は
、
権
勢
に
驕
る
者
に
は
禍
が
必
ず
そ
の
身
に
及
ぶ
こ
と
を
歌
っ
た
も
の
で
、
引
用
個
所
は
か
つ
て
の
権
力
者
の

豪
邸
が
今
で
は
荒
廃
し
て
、
高
級
な
花
で
あ
る
蘭
や
菊
に
狐
が
棲
み
つ
い
た
さ
ま
を
詠
む
。
当
歌
は
蘭
や
菊
を
擬
人
化
し
て
、
狐
を
引

き
寄
せ
る
と
は
「
あ
や
な
」（「
あ
や
な
し
」
の
語
幹
）
と
見
な
す
。
第
三
句
「
寄
り
来
つ
」
の
「
来
つ
」
に
「
き
つ
」（
狐
の
古
名
）

す

か

を
響
か
す
。
源
氏
物
語
の
次
の
一
節
も
「
凶
宅
」
詩
を
踏
ま
え
る
。「
も
と
よ
り
荒
れ
た
り
し
宮
の
内
、
い
と
ど
狐
の
住
み
処
に
な
り

う
と

こ
だ
ち

ふ
く
ろ
ふ

て
、
疎
ま
し
う
け
遠
き
木
立
に
、
梟
の
声
を
朝
夕
に
耳
馴
ら
し
つ
つ
」（
蓬
生
、
三
二
七
頁
）。

﹇
参
考
﹈
当
歌
を
含
む
『
雪
玉
集
』
の
三
十
一
首
（
五
五
九
二
〜
五
六
二
二
番
歌
）
に
は
左
注
が
あ
る
。「
右
、
以
挽
歌
一
首
之
卅
一
字
、

置
初
句
之
首
、
卒
綴
卑
詞
、
述
哀
慟
之
罔
極
云
。
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
十
月
廿
九
日

桑
門
逍
遥
子
七
十
二
歳
」。
す
な
わ
ち
当
歌

は
、
道
永
の
詠
ん
だ
挽
歌
「
思
ひ
に
は
死
な
れ
ぬ
と
な
ど
嘆
き
け
む
う
き
た
め
に
と
て
な
が
ら
ふ
る
身
を
」（
雪
玉
集
、
五
五
九
一
番
）

の
三
十
一
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
歌
頭
に
置
い
た
、
実
隆
の
連
作
。

（
溝
口
利
奈
）

― １０７ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
四
）






